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館山市西郷の平久里川における沼層の14c年代

松島義章 ・吉 村光敏＊

Radiocabon Ages of the Numa Formation along 

The Heguri River, Tateyama, Chiba Prefecture 

Yoshiaki MATSUSHIMA and Mitsutohi YOSHIMURA 

Abstract 

Three radiocarbon dating were made for the molluscan remains coll巴ctedfrom 

the Numa Formation distributed along the Heguri River, Tateyama Plain in the 

southern part of the Boso Peninsula. 

The measurements show that the basal horizon of the Numa Formation is 7, 330 

土 120y.B. P., the "Oyster”bed 5, 800土 llOy.B. P., and the upper part of the 

overlying silt b巴dis 4, 440 ± llOy. B. P.. The results fit with the stratigraphic 

sequence of the samples. Each dating falls in the early, the culmination and the 

later stages of the Jomon Transgression. 

1. はじめに

房総半島南端に分布する消サンゴ層の14c年代測定は星野 (1967), 浜田（小西，1967)
以来，Yonekura(1975), Omoto (1976, 1978），横111(1978〕などによ って，かなりの

数が実施され報告されてきた。これらの測定試が｜は主にサンコを使用しているため， サン

コー化石の分布する館山南方の沼周辺地域にかたよ っていた。

先ごろ荒木稔氏が房総南端の海成沖積段圧を調査した際， 館ill平野のほぼ中心に位置す

る館iJ.1市西先lのτ｜ム久里）ii沿L、で， 長さ約300mにわたって連続露出するカキ矧のカキツパ

タ Pretostreaimbricata ( LAMARCK）を主休にサン ゴを合むカキツパタ礁を見つけた料。

この“カ キ礁”は沼サンゴj習の模式地周辺のサ ンゴ礁産出高度に比較してかなり低いので，

やや古い時代のl{i積物であろうと考えられていた。 しかし 14c fl.代測定の結果からカキツ
パタは 6,410 ± 130y. B. P.，サ ンゴが 6,340士 140y.B. P.を示し（荒木， 1971MS; 

Yonekura, 1975），これまで明らかにされていた？？？のサンゴ礁の14c年代測定値と一致し，
同時期に形成された礁であることがわかってきた。

筆者らは館ill市西郷の平久里）11のこの露頭のカ キツパタ礁が海成シル ト屑と河成段丘±if

積物に順に被われていることに注目し， 沼サンゴ層の模式地付近ではほとんど確認できな

ド 千葉県立上総博物館 ChibaPrefectural Museum of Kazusa. 

成瀬洋 ・杉村 新両氏によれば，1950年ごろこの付近の第三系を調査したときに観察していた。
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かった出のサンコ’縦形成以後の海水[li1変化や環境変化を知る上で， l't重な情報が得られる

であろうと判断し調査にとりかかった。

調査はすでにこの露頭で実施されたカキツパタ礁の 14c 年代測定の吟味と， ヒに屯なる
地周の形成年代を求めることを最初にとりあげ， その一部が明らかになったのでここに記

述する c

2. 露頭の概要

露頭の位置は区11に示される。 ムI＇：久里川河口から約2.5kmi糊ったEti':111r11西郷では， 11可岸

が数lOOm以上にわたって高さ 5～Gmの河岸段丘崖を形成する。 なかでも府中1喬から下

流約2oomの聞の河床は，基械をなす新第三系のシノレ卜岩層が露山し， 沖積層の全X'/J7c:を

確認することができる。

露関の地質柱状図を凶2に示す。 区｜のようにj長の上i'°'i[）に口iJJllfitな小松：'I1i'ilが認められ，こ
の不笹合を境に沖積回は上 Fーに2分される。

上lti）胞は下位に探り準大の円レキをも っ た河成段 ll"~llJ：積物である 。 卜部層はこの縦告の

主要対象となる海成の地層（出層〉で，本！戸jはさらに L{fllが厚さ約2～2.3mの貝殻をう今む青

jズ色制砂質シルト j国（出仁背［）シノレト ）1，りと下部が厚さ0.8～lmのカキツパタ礁（沼サンゴ属〉

からなる の この縦、は ~jl:~.併の新第三系シノレト岩層ヒlこ形；－＆ された も ので， ほぼ同じ陪iJi7iを保
って卜流へ向ってゆるやかに傾き，やがて水面下に没する。確認できる範囲の露頭は200m

以上に及ぶ。 基燃の新約三系は豊房以 ｝•i[;i （成瀬ほか， 1951）のシノレト岩崩である c 不後令而

｜二にはニオガイモドキ Zirfaeasubconstricta( YoKOYAMA）など穿孔貝による多数の巣穴

と， 穿ずしした状態で同i設を揃えているウチムラサキ Saxidomuspuゆuratus( SowE1rnv) 

が多くみられる。“カキ｛点、”の形成以1,)lfはかなり！よし 、波食台であ ったと＇［＇IJI断される。
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3. 従来の年代測定値

これまでにこの露頭で行なわれた

l ~ c介代以ljたは，カキツパタ｛慌の3点
と川上n!）シノレ 卜胞の2点である。f似、では

この主要構成砲のカキツノくタが6,600

-r 150y. B. P.と6,410士130y.B. P., 

サンゴが6,400士 140y.B. P で（表1)

L、ずれもよくイTっている。 なかでも

Yonekura (1975）は，礁最 卜＇；jJ;,l盟

D 没波食台直」ーのカ キツパタ剖!IJ山して，
この礁の形成初月！の年代を明らかにし

た。一－方上部シノレ ト｝脅からはー卜｛立と上

位の2）~準の貝殻の 14 c什代他 4,490

ゴ 120y.B. P.とLi,840士 120y.B. P. 

が何られている（表 1入これは j型位

と測定値とが辺似しており，しかも年

一一一ー 代に若干の聞きがあるが，大局｜刊には

-8 I TliJ 4, 000年代の値であることが求めら
7 I れている。

これらの結民からカキツノくタ俄，す

なわちこの付近に分布する川）：＂iは，J段

式上山のmサン コ’ ）＞，Yi と｜司－ ii （~の純文if!}

!ilU最高期に形成されたものであり ，ム

c 川ンルト j需は海進最高期直後の内湾に
l(I悩した士山崩であることが判明した。

4. 今回の測定値

今回は従来の測定値を参考に， （!)l止I

没j主食台の形成年代を明らかにする，

2カキツパタ縦、の上限の 年代を求め

る， 3上告J）シノレト層 上限のI計一積年代を

,q:i確認すること，を 目的に 3店I位から

の貝殻を用いてイ｜代測定を千丁った。

l i虫j没波食flの表面にはrFJi£のよ

うにニオガイモドキによる多数の巣火

がみられるが，貝殻はこく析にしか入

図2館山「11・西郷，平久里川右岸における地

質柱状図

A i豊房累胤のンノレト岩層，B：カキツ
バタ礁（沼サンゴ庖〕， C：青灰色細砂

質シノレト層（沼 U~i) シ ノレ ト 胤〉 ， D：河

成段正礁周， l～8 : l<IC年代測定番号

（表 1)
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表1 館山市西郷，平久里川右岸における I4C年代測定値一覧表

位置 ；館山市西郷，平久箆川右岸（35°0’24" N ., 139。53’1"E.），地表面高度，海抜十7.5m
海成層の上限高度 ，＋5.5m.

番号｜試料携高度｜ 試 料 名 ｜！？昨今値｜コード番号 ｜備 ヨ仔" 

s I→5.5〔＋5.8〕｜ e貝ll殻a ？~hell~ I 4.醐士山：Gak 5叩 長沼・松田・太田
(Dosin c 戸enzcillatα） 未 公 表

7 I 十5.5 ～ 十5. 2 I i貝官1e殻ila (shell) 4, 440± 110 N-3087 松島 〔1979)
〔Dos ρenicillata)

6 I +3. 7～＋3. 5 I e貝ll殻o ?shell〕 4, 490±120 Gak 3758 Yonekura(1975) 
(Dosin c .ρenicillata) 

5 I +3. 5 1貝idy殻l(shell) 5,800±110 N 3086 松島 (1979) 
cs戸o us barbatus) 

4 I +3. 5～＋2. 5 I サンゴ（coral) 6, 340±140 Gak 2969 Y荒o木nek1J:a1c ~i5〕） 
3 I +3. 5～十2.5 I 貝殻（shell〕 6,410土130 Gak 2968 Y荒o木nJ1J:}c~it)(Pretostrea cf.日刊b円cata)

2 I十2.5 貝殻〔shell〕 6, 600±150 Gak-3757 Yonekura 〔1975)
(Pγetostγea imbγicαta〕

1 Iム2.5～＋2.4 I 貝殻（shell) 7, 330± 120 N-3085 松島 〔1979)
(Saxidomusρurρuratus〕

っていなL、。年代測定試が｜には，それにたえうる量の貝殻を得ることが困難なため， Hi菜
に穿孔するウチムラサキを 選んだ。 ウチムラサキはマツカゼ lrusmitis (DESHAYES), 

セミアサリ Claudiconcha jαρonica ( DuN1<EH), ヤエウメ Diρlodonta jaρonica 

P1LSBRY，エガイ Barbatia lima (REEVE）などと共に岩礁性の二枚員で，穿孔貝の巣穴

や岩石の裂目 ・11.!:I所に潜入しこれを使用し生息する二次住居者として知られる （雨宮 ・大

島，1933, 増田； 1972）。 ここではウチムラサキがほとんど両殻を 揃えて自生の状態で多

産することから，この貝により波食台の形成H寺期を知ることができると考えた。 ウチムラ

サキの測定値は 7,330 ± 120y. B. ？ を示し，これまで明らかにされていたカキツハタ礁

の形成初期の年代より も約 700年古い値が得られた。 この値は埋没波食台のつ くられた縄

文海進前期の年代を現わしているとみなすことができる。館山南方の沼サ ンゴ屈の f位に

分布する沼下部泥層の年代が 7,840士 llOy.B. P. （松島，1979）であり， この値にかな

り近いところからみて， この地域における縄文海進の開始期は，7,500年前と考えてよ さ

そうである。

② カキツパタ燃の上限の 年代として，般のJ¥立上部のカキツパタに 付着するウミギク

sρondylus barbatus RrnvEによって 5,800 ± llOy. B. P.が得られた。これまでわか

っていたこの俄の形成年代の6,600～6,340年前よりも約500年新しい。 しかし5,800年前は

模式地の出サンゴ層の形成｜｜寺期とよく合い，海進披高期にあたり， この｜時期まで厚さ 0.8

～Imの“カキ礁”が形成されていたこと を示す。

① 上部シル ト層の上限の年代は， 本j雷の最上位，段丘礁周との不整合直下に合まれる

両殻揃ったウ ラカガミ DosinellaρenicillatREEVEによって 4,440 ± llOy. B. P.を得

た。 この測定値はほぼ同一層準における長沼ほか（未公表）4, 840年前に比べ 400年新し
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く，この層準より約1.8m下位で測定された4,490年前 CYonekura, 1975）と一致する。 こ

のことから本屈は前4,500年頃の堆積物であることが確実となった。

s. 貝化石の示す古環境の変遷

露頭では出層さき底の埋没波食台から上部シルト 層にかけて， すべての層準に員化石が豊

富に含まれる。 それらは下位から上位に向って穿孔性貝類，岩礁性貝類，内湾の泥質底に

生息する貝類，というように層相の変化に対応して種類が変っている。 この貝類の産状か

ら，およそ次のような環境の変化が推測される。

① 埋没波食台上には前述のようにニオガイモドキの巣穴と， 両殻の揃ったウチムラサ

キが多産する。穿孔員のニオガイモドキは， 平均海水面から水深lmの聞に特に密集して

分布し， -4m付近までの範囲に生息することが知られる（雨宮 ・大島，1933）。 これに

比べると ウチムラサキは， 潮間帯から水深2omと垂直方向に幅広い範囲の岩礁底に生息す

るが，どちらかといえば潮間帯付A近よりもやや水深の深い方に多い。 このことからニオガ

イモドキは，この地域へ海水の浸入があり， 波食台の形成と同時に生息したが，ウチムラ

サキはこれと同時かあるいは幾分遅れて水深が増した頃に浸入し， ニオガイモドキの巣穴

とか地層の凹みを利用し生息したものと考えられる。この時期が約7,500年前であった。そ

の後海進はさらに進み， この付近の波食台が海面下2om前後に没するまでウチムラサキは

繁栄したものと推察される。

② 波食台上に発達するカキツパタの礁は， 大型に成長したカキツバタを主体に岩礁底

に生息する貝類と造礁性サンゴ類から構成される。礁の規模は前述のように厚さ0.8～1

m，長さ300m以上にわたって拡が りをもっ大きなものである。 カキツパタは水深10～50

mの岩礁底に生息する（生物学御研究所，1971）。共産する主な貝類はエガイ Barbatia 

limαc  REEVE），コベルトフネガイ Arcaboucardz・JONSSAUME, カリガネエガイ Sαvi

g-nyarca virescens (REEVE), ウミギク， ヒオウギ Chlamysnobilis (REEVE），オオ

へピガイ Serρlorbi s imbricαtus ( DuNKER), ヒメヨウラク Ergalαtax contractus 

c REEVE〕などである（表2〕。これらはL、ずれも潮間帯から水深2om前後までの岩礁底ないし

砂磯底あるいはサンコe礁（大JlJ,1954）に生息する貝類である。カキツパタ礁が水深2om前後

の波食台上に形成されており， これらの貝類の生息するのに絶好な環境をつくりだして共

存したものであろう 。一方共産する造礁性サンゴは Physoρhyllia ayleni WELLE, Gau-

lastrea tumida MATTHAI, LoboJうhylliajαρonicα（ YABE & SucIYAMA), Ee hi noρhy 

llia asρera (ELLIS & SoLLANDER），キクメイシ Favias1うeciosa(DANA), Cyρhastrea 

microρhlhalma ( LAMARLK), Hydroρhera grandis GARDINERなと15種以上がみられ

る（表2）。浜田 (1963）によれば，これらのサンゴは汀線付近よりも潮間帯下数m以深の

i'J~t水底に生息する 。 共存する石灰藻の発達が非常に悪いこと からみて水面下数m～約2om

の海底で生息したものであろうとLづ 。 この特徴は貝類の示す環境とよく 調和する。この

ような環境は縄文海進に伴う海水面の上昇て。形成されたもので， 沼付近のサンゴ層に比べ

て低位置にあるのは，化石によ って推定されるように水深が大きかったためであろう 。

① 上部シルト層中の貝化石は， 両殻の合わさ った二枚貝が優勢で，とくにウラカガミ

が全層準に豊富に含まれ特徴づけられる。細かくみると下位の層準にはズングリアゲマキ

Azorinus abbreviatus ( GoLLD), スダレガイ Paρhiaeuglyρta ( PArL11甲山 イヨス

ダレ P undulata ( BoRN), アオサギガイ PsammotretaJりraeruJうta( SoLISBURY) , 

5 



6 j公占＇，＇； ・ 古村： ii白山 r l !PfrjtillのふF久里川における ii~り•；t）の トIc f「代

トリガイ Fu:iiamutica (REEVE）など， 内向からiJi;海の泌質）底に生息する多くの柿が

J七＆するが，一仁位になるとイヨスダレとユウ シオガイ JV!oe何 !la iridescens ( BE!¥soN) 

が汗 ｜二みられるだけで惟純な間構成となるべ ウラカガ ミはイヨス ダレと共に内向の水深10

1JIJ 後の泥！広に生日、する強内向性指標障である （波市II,1956）。

本属が強内向性国で特徴づけられることは，下位の“力キ初、” 形成以後， ；望、激に環境の

主化のあ ったことを示唆する丹 h カキ｛ぽ’との境はil):JllJ;tであ り， 岩礁性貝知から内湾の泌

質底貝主I'iに変っていることも環境変化を反映したものであろう 。 fllr述のように本用の下1'¥IS

に伐I毎に多L、ズングリアゲマキ，スダレガイ， アオサギガイなとの貝~j'jがまだみら hるこ

とは， 急速な家化のなかにも， 海況変化の過程をみることができる。上部にな ると完全に

内 ／1~性種で占められる 。 すなわち外川水の影響を受けにくい内向へと縮小 し， 水深2om1/ IJ

後からlOmflfJ後にまで伐くな った。 このII！］＇矧は ｛j（にから約 4,500i「前であり，純文海litJr~ 

l印刷直後にあたる。
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Plate. 1 

a；千葉県館山リJ凶郷， 王F久盟川右岸のii'・

b：カキツパ夕 （Pretostreαimb門cata( LA恥IARCK〕〉をヨミ付トEと－ナる‘‘カキWt、，
， 



8 松島 ・吉村 宮内山市西郷の平久里川における沼j習のi.'1C年代

Plate. 2 
a：“カキ＠A”を被う沼 1::.gj)yノレ 卜層，両殻そろったウラカガミ (Dosinellaρ倒的＇llata REEVE) 
が散在する。
b：“カキWi，”中にみられる造柳、サンゴのキクメイシ （Favia S戸eciosa(DANA〕〉． 大きさは50×
45cm以上てるある。

c : i'I＇積層 基盤をなす豊房累肘のシノレト岩に穿孔するウチムラサキ （Saxidomuspurρrat us (So・ 
IVERBY）），と穿孔貝類による巣穴の化石。
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 11 August 1979 

現生および長沼層 （中部更新統〉

のホホジロザメの歯

上野）陣弥ヰ ・松島義 章

Comparative Study of Teeth from Naganuma Formation 

of Middle Pleistocene and Recent Specimens of the Great 

White Shark, Cαrchαradon cαrchαrias from Japan 

Teruya UYENO本 andY oshiaki孔1ATSUSHIMA

Abstract 

11 

Three fossil shark teeth of Carcharodon carcharias ( L1NNAEus〕fromNaganuma 

Formation of Middle Pleistocene bed were compared with series of teeth from 

an Recent adult (male, 3. 9 m in total length) and an young〔male,1. 7 m) of the 

same species. 

Methode for taking data for studies on individual and ontogenic variations of 

shark teeth were presented for future studies of many nominal sp巴ciesof the 

genus Carcharodon. 

1. はじめに

横浜市南西部から藤沢市東部にかけての仔｜攻に分布する長用組 （大塚，1937）は， 関東

地方における中部更新統の模式層であり海成層で知られている。 また， 長；沼庭jは古くから

」豊富な軟体動物や有孔虫：rnの合むことで知られており ，多数の研究（Yokoyama;1920, 
大塚 ；1937，大iJ-1;1954，浅野＇ 1937，鈴木 ・北崎， 1951,Ujiie and Kagawa; 1963〕

が行なわれてきたが， 未だサメ XJ;i化石についての研究はなL 、 ここに報告するサメ~；！＇（の歯

化石は，長ffiJ<.'!)iの模式地である横浜市戸塚区長洲町員殻坂とその近接地から何られたもの

である。

一般にサメ虹！化石は貝類化石なとに比べて怖にしか見つからず， まして研究者が直綾露

頭から採集した資料になると著しく少、ない門／企図的にみても産出層準の明確な資料は質的

にも量的にも限られてお り， この方面の研究は資料の集積段階にあるものと思われる。

今回の資料は層準的に中部更新統のものであ り，共産する貝fl'jや有孔虫mイヒイ干の研究成
果を活用できるので， 現生のホホジ ロザメと比較しつつここに記載する。

歯の測定ブJi.L、は上野 (1975, p. 201）に従った。

,, 日本ノレーテノレ神学大学 Nippon Luther Shingaku Daigaku, Tokyo 
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測定部分は図2に示す。

Fig. 1 Map showing the 

localities for the fossil shark 

teeth, Naganuma Yokohama. 

鋸歯の算定においては鋸歯尖頭数を数えた。従って， 一つの鋸歯の尖頭が二つに分かれ

て見えるような場合は2i固として数え， 数を得る尖頭数の最大数をも って鋸歯数としたの

現生のホホジロザメは日本てやは怖にしか入手て引きない。 そのため街の個体変異について

充分な調査がなされていないので， 化石の比較研究も不充分である。この度，沖縄島にて

捕獲された一個体と愛媛県八I怖浜の魚市場て”入手した一個体の1留について比較の方法を考

慮しつつ記載することを試みたっ このようなデーターが一個体ずつでも帯積されて，砲の

変異のl怖が明らかにされれば， 中新統，鮮新統から発見されるホホジロザメ属の研究に天

いに貢献すると思われる。

2. 化石の記載と産出地点の地質

il¥7:；宵ff..浦町 Class Chondrichthyes 

ネズミザメ円 Order Lamniformes 



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 11 August 1979 

a a 

Fig. 2 Seventh tooth of the upper right ja、vof Carcharodon carcha門αs,showing the points 
used for taking measusements. 

Left outer surface, Right: inner surface, Middle: anterior view. 

a-b : length of crown at outer surface 

a-b' . length of c1 own at inner surfac巴

a c ・ distanc巴 b巴tweenapex of cusp and posterior encl of crown base 

a g : clistanc巴 betweenap巴xof cusp and anterior edge of crown 

d-f : width of root 

ネズミザメ平｜ Family Lamnidae 

ホホ ジロザメ属 Genus Carcharodon 

a）ホホジロザメ Carcharodon carcharias ( L1NNAEus) (PI. 1, lA. lB〕

産 地 ：n'l浜市戸塚区長沼町奈光谷（産出地点， I〕
地 厄i：：長m層
採集 者 ：松島義箪

採集年月 1=1・1969年3月25日
標本番 号 ：KPMG 2528 

産出地点は県道大船停車場一吉間IIIJ線の長沼交差点と国鉄東海道線久保踏切とのほぼ寸l

聞に位置する長泊町奈光谷の入口である。 宅地造成のため切り取られた露頭より採集され

た資料で，母岩の青灰色シノレ ト中に合まれていた。

産出地点の層位は長17--1層の中部にあたる。 すなわち， 露頭では長沼層の中部の上プJに挟

在する鍵層で知られるスコリア周がみられないが，近くて＇＂！ini認したスコリア層の走内傾斜

から判断して，この鍵j同より数m下位にあたる。

共産する貝化石で；ヒな種は Pectenalbicans naganumanus, P. (A1z・zuhoρecten)

tokyoensis, Ch!amys farアeriniρρonensis, Crassatellies nanus, Callista chin・ 

ensis, Placamen tiaアa,Siρhona!ia modificata, S. spadicea, Inquisitor jeffre・ 

yeii, Dentalium octangulatum hexagonumなどである。これらの種は相模湾や駿河

湾のような外洋水の影響を受ける湾（海湾）の上高117長海帯（N1〕から亜浅海帯 （N3）の

砂泥底に生息する暖流系の員である（表 1〕。

13 
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本標本はJc.上顎の前からお6番目の的と思われ， 歯恨も樹冠も完全なt；＇；木である。陶冠

の外事llはやや後方に傾斜し 1 前切縁はほぼ直線に近いが，後切縁は耐根からはほどのとこ

ろが内｛~!IJにわずか屈曲する 。 ｜佼頭J負～幽鎖前端問距離は36.6mmで， j，＞：悩数44但lである。l攻

頭頂～歯組後端間距離は 31.7mmで， ）；店 1\ki数40何である 。 I~司冠長は外側で 27.Smm, 内側で

26.4脚，幽冠1J日は29.4mm，術冠厚は5.Smm, J~引畏厚は6. 1聞である。 歯冠：長と全長の比から

算出（Ranclall,1973）すると，本標本を保持していた例休の全長は約 3 . 5m あ っ たと ｝~，わ

れる。

b）ホホジロザメ Carcharodoncarcharias ( L1NNArns）〔Pl. l, 2A. 2B, 3A. 3B), 

産 地 ・桃浜市戸塚区長灯lllJ貝殻坂

地 層 ．長前）言

採集者 ：ill辺哲

採集年月円 ：1972年9月6円

3標本u-.i,、ずれも渡辺 jij氏〈当時浅野高校学生〕が， 長出町貝殻坂で1972年9月頃に
採集した。P:it出地点の貝殻坂は大きな連続露頭であり，これらの資料がどの位置から局出

したか採集者から直接聴きだせなかったの 浅野高校教諭の伊東寛氏の日しからHI測すると，

産出地点の別位はスコリアの鍵屈を挟んで上下2～ 3m組問｜のシルト桝l-1-1に含まれる内 前

述のホホジロザメ化石の花出同準より若Ti一方に位置し， 長沼層i:［二＇It［）のとみの届準から応

出したことになる。

この）回準の貝化石は大f-[1〔1954〕，松島 (1977）によると Suchium gigαnteum na 

gamumanum, Nassarius caelatus, lnquistitor jeffreyeii, Stη・0アcayokoyamai, 

Pecten albicans nagamumanus, P. (Mizuhoρecten) tokyoensis, C hlamys fa 

rreni niρρoensis なとで特徴つけられる。前述のホホジロザメと共産した貝傾群集と）:J'i

似しているの ここでの遺骸H下も暖流系の浅海性の貝知ーから構成されているの

図版1の2A・2Bのj:j'i.：本は， ホホジロザメの左上顎第4番目の幽と忠われる。幽恨の

大部分と前後両IJ］縁の歯鎖付近がわずかに欠J員している。1者冠は明i僚に後方へ傾斜し ホホ
ジロザメの店街のシリーズの，－，－，で最も後方への傾斜の・Jd(l,、上顎第4番目の闘であることを示

している。 前後切縁はほとんど直線に近いが，わずかにrc[1央付近で湾11!1する。岐頭］頁～歯

鎖前端間E哨，jl・は約19c実視IJ可能部分17.6）仰で， 前切縁のj川村数は約30(28斗 2？）であ
る。l攻頭l頁～陶顕後端閉山1削iは約16();'.il[IJ11J能部分15.6）で， 前切縁のlVr'iI指数は約27(25 

+ 2？） である。歯冠長は外側て、14.3mm，内側で14.2問，雨冠！｜同は約15mm，歯冠厚は3.2mm

である。l指の大きさから幼魚の歯であるとHI定されるの

図版1の3A・3Bの版本は上述のものと同じ くホホ ジロザメの左上顎第4番目の幽と

思われる。 樹恨の全育13と前後両切縁の歯矧付近がわずかに欠損している。岐頭頂～ilb<f'貸出l

端問距駈は約21c実瀕IJ可能｛＇ill分19.5)mmで， 前切縁の鋸討す数は約33〔31+ 2 ? ）である。
岐頭l頁～術頒後端間距離は約18c実iJllJllJ能川分16.7) mmで， 後切縁の釘i r~；d＆は約25 (23十

2 ? ）である。樹冠長は外｛J!IJでl5.5mm，内側でll.5mm, 1~；｛冠 11日は約l6mm, r'iki冠厚は2.加加で

ある。幼魚の備である。

c) I豆｜版 1 の 4A ・ 4B の~~；＇） ;;j三はメジロザメ類の歯である 。

ネズミザメ H Order Lamniformes 

メジロザメ科 Family Carcharhiniclae 

メジロザメ属 Genus Carcharhinus 



Bull. Kenagawa Pref. Mus. No. 11 August 1979 

A B 

Fig. 3 A . A portion of the cutting edge on which the number of sen ations is counted as 8 

13 : First tooth of the ,lower right jaw of Carcharodon carcharias (170cm (1)〕，showing

the lateral cusps. 

Carcharhiηus sp. (Pl. 1, 4A, 4B) 

本標本はメジロザメ屈のー砲の右上顎の歯てーある。Ffiの半lj）、じは困難である。的恨の令部

とTjl]後切縁の歯顕付近がわずかに欠慣している。 備冠は後方に傾斜し，前切縁はなだらか

にlli'iJ出し，後切縁は湾入しているn 鋸iおは岡山縁の「！1;J.;:;t!Iにおいて最も大きく，切if,'!,jの向

付！，＼にむかつて小さくなっているわ

II文頭］負～歯頭市l端間hlLi間tは約13（実illlJ可能部分11.9) mmで， 1]IT切縁は釘歯1,'Xは約32(30 

ート2？）である。II交頭］頁～幽蹴1111端間日Ii雌は約11（実社［lj可能hll分9.9）聞で， 後l;J］縁の似1iM>i

?<'Xli約31(29+ 2 ? ）である。陶冠長は外側で10.0沼市内fj.[IJで，7.Smm，陶冠帆は約12.5mm, 

(i{)cl厚は2.Smmである内

3. 現生ホホジロザメの歯の記載

1liT述のホホジロザメの耐の化石を研究する際， どうしても必盟なのが現生のホホジロザ

メの歯に関する詳細な情報である。 この情報は一個休の阪のシリーズ内における変異Jこ関

する資料とその輩横による色 な々大きさの個休における何休変異のIliff¥に関する資料を合ま

ねばならなL、。現在では唯者らの知る｜浪り未だこのような資料に関する報告はない。従っ

て化石の衡に関する測定資料（Uyenoand Hasegawa, 197L1；上野 ・松島，1975；糸；（（1,J 11 

ほか， 1975など〉を判断し，考然することがきわめて｜利難な状況にある。

本報告においてはこの織な現況をふまえ，将来の蓄偵を考慮して，現生のホホ ジロザメ

の耐の変異を成魚と幼魚について記載する。 このような資料は11・1新世から更新｜並にかけて

Ill界各地から発見されており， 現在混乱しているホホジロザメ胤の程のレベルて、の進化を

15 
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18 _I・野 ・松島 ：現生および長沼周（中部更新統〉のホホジロザメのが1

解明する上で欠くべからざるものと思われる。

a）図版2～5の個体

ホホジロザメ Cαγcharodon carcharias ( L1NNAEus) 

採 集 士山：沖縄県本itl）町と伊江島の間にある中之Wiでの延縄により捕獲さ

れた。

採集者 ：玉v一良半信
採集4「月日 ・1975年11片20日

全 長 ：3m9Qcm，雄，成；魚、

右上顎と右 下顎の歯

特 徴 ：ホホジロザメj高のlおの一般的な特徴は， 歯冠の｜攻顕l頁と歯冠基部中火を結ぶ線

が樹1授に対してほとんど垂直で， 前切縁と後切縁の長さに大差のないものが多L、。店街根も

前端から後端までほとんど高さが同じであり， 基底縁の湾人はわずかである。一般に切縁

の鋸闘は両端においてやや小さいが， ほぼ全長にわたって同じ大きさである。ただし顎の

後方に位置する比ii攻｜均小さい幽， ならびに幼魚、の耐においては鋸悩が切縁の中大で幾分相l

大になる傾向が認められる。

治上顎歯 ．第1耐では前後切縁の長さはほぼ等し く鋭i幽の数も等しい内 両切縁とも岐民！

頂から歯頚に内って怪いカーブを回き膨出する。

第2，~釘は iお冠がやや後）jに傾き， 切縁は中央市I）でやや湾入する。第3iおはやや小さく ，

歯冠が前方に傾き前切縁が短く後切縁が長い。 j＼ドii:お数も前切縁が少なし、。前切線は中央itll

で湾入するが，後凶縁はほとんど直線状であるの第41指は歯冠が後方へ傾斜するη ｜羽根の

基底線は前ノ1の 3，·~言に比べて湾入の度合が小であり ， 第51’おも同様である。第5,§J')6悩

歯は歯冠がやや後方へ傾斜するが， ほとんど正三角形に近い形状て前大きさもわからない。

第7歯より後方の悩は次々と小型になり釦｜淘も相くなる。切縁のぜ入の皮が強くなり， 後

方のものほど歯冠長が短かく ， lお冠幅が大になる。

右 ，，.顎歯 ・一般に上顎幽に比較して歯冠が細長く， 歯根の轡r1J1の度合が＇］diい《第1歯は

前切縁後切縁が同長である。第21おはわずかに後方に傾斜し，第 31おはやや小さくわずか

に前方に傾斜する。第4iお以後は依［冠は基底に対しほとんど垂直であり，両切縁の儲根よ

りほぼ3分の1ほどのところで、轡入して吠頭頂へ内って細くなっているの 第6I~~ より後方ー

の歯では歯冠長より l指冠11日の万が大て‘あるn

b〕図版6～ 7の個体

ホホジロ ザメ Carcharodon carcharias〔L1NNArns）のiJJf:i;1、

採 集 地：愛媛県八幡浜魚市場にて上野輝弥収集

採集fj.O月日： 1974年8月日

全 長 ・lm7Qcm，雄，幼角、

抗上顎と右下顎のl!lif

特 徴 ・一般的に， 成：（（1，の｜留とのノ之さな若は：件切縁の比｛恨近くに見られる側II火砕！の；（＇引E

である。 この側岐頭は下顎のl歯においてより明｜僚に発達しているのまた幼魚の附では備恨

の基底縁の内入が怖いの

千I上顎歯：第1N(fはやや後）Jに傾斜するn 第21＇ねはほとんど垂直で，；x!3歯は小さく rJli
方に傾斜する。 知4l留は後方に•］dl く傾斜するがm s ， 出 6 iおは後}iiこやや傾斜する相J；［で

ある。第7断より後方の備は次々に小さくなり後／；へ傾斜するつ 相7より後方の備におい
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The large specimen of Carcharodon carcharias (Loe. Motobu, Okinawa) 

て前切縁はほとんど直線状であるが，後切縁は湾入し， その基i111によく5b土したfj[ljl皮頭が
存在する 。 また後切縁において切縁中央省1 5の:fA~i歯が粗大て、ある 。

右下野！樹 ・ーと顎歯に比べ依f冠が和11く長L、。 側岐頭がよく発達する。第1蹴はやや後）；へ

傾斜し， 第2歯はほぼ垂直，第 3iikiは小さく i11J方へ傾斜する。 tf54，第51備は垂直，出6

1歯以後は次々と小さくなり，後方lこ11fi斜する。

Fig. 8 

察

以上の35l生ホホジロザメの資料に基づいて，本報告，＿，.，の最もノ＼きな化石の歯（PL1. lA 

lB〕を調べると，上顎歯で前切縁鋸歯｜数：が44, 後切縁鋸j選数が40，歯冠長が27.8mm〔外

側面〉であるので， 表2の概当欄に近似値を求めると治6歯という ことになる。 この結果！：

は計算値を用いず， あらかじめ歯の外車llの支店似によりHt定した結果と全 く一致したので，

信頼性は高いと思われる。 前述のごとく 今後，より多くの現生．ホホジロザメの！留の資料を

喜子積し， 現生種および化石種の歯の諸形質，変異の1/111＼を明確にしてゆきたいものである。

考4. 

百平

研究のために貴重な襟本を御提供 Fさった当時の沖純海洋IW水肱館におられた内聞託三，

石井 I径の両氏， 化石標本を街l指供下さ った浅野高校の伊東 克氏に深く感謝の怠を表す
る次第である。

謝
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Plate 1 Fossil shark t巴巴thform Naganuma Formation of middle Pleistocene bed. 

1. 3. Carcharodon carcharias (X 2 ), 4. Carcharhinus sp. (X 2) 

A, inner surface, B, outer Sur face. 

Plate 2-5 Carcharodon cai charias. A set of tooth from a male (3. 9口.1 in total length). 

A and B, upper jaw teeth, C and D, lower jaw te巴th,A and C, inner surface, B 

and D, outer surface目

Plat巴 6-7.Cwchピirodoncarcharias. A set of teeth from a male (1. 7 m in total length〕.A

and B, upper jaw teeth, C and D, low巴rjaw t巴巴th,A and C, inn巴Isurfac巴 ，B and 

D, outer surface. 

Plate 8. Molluscan Fossils fr om Naganuma Formation, Nakouyato (Loc. 1), Naganuma, 

Yokahama. 

1. Suchium costatnm (Kr ENEH〕，x1. 

2. Cryρtonatica janthostomoides (Ku ROD八＆ HAuE), X 1. 

3. Neverita (Clossaulax〕reiniana( DvNKrn), X 1. 

11. Nassa; iu.s (Zeuxia) caelatus〔A. Ao川崎），x 1. 
5. Szρhonalia modificata〔REEV I＇〕， x1 
6. Si戸honaliamodificata (REEVE), X 1. 

7. Jnquistor je万町sii( E. A. SM rm), X 1 . 

8. Saccella gordonis ( Y OI<OY A MA〕，x2. 
9. St円area(Galactella) i日terρlicata(GRABAU & KING), X 2. 

10. Chlamy s fa門’e円日1ρρoniensis(Ku  RODA〕， X1 

11. Pecten (Notovola) albicans maganumanus YOKOYAMA, XO. 5. 

12. Pecten (Mizuho戸ecten)tokyoensis TOKUNAGA, X 1 

13. Crassatellites nanus (ADAMS & REEVE), X 1. 

14. Cyiladicama cumingi〔HANLEY), X 2. 

15. Luc問omacon.centηca〔YOKOYAMA〕， x1. 
16. Plac.仰四日 tiara (Dr LI.WYN), X 1 

17. Myadoi’a yolwyαmai ( 0TuKA) HA日E, X 2. 
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Pl. 1 
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Pl. 2 
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Pl. 3 
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Pl. 4 
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Pl. 6 
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Pl. 7 
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Pl. 8 
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ソ ク ス 1洋 集

大場 達 之 ・菅原久夫

Sambucetum chinensis ass. nova, eine neue 

Saum-Pflanzengesellschaft in Japan. 

Tatsuyuki 0HBAキ und Hisao SUGA w ARAオドヰ

Zusammenfassung 

Im Japan wachsen wie in Europa und in ancleren Gebiete vielgestaltige Saum-

Gesellschaften. Jedoch ist bisher iher syntaxonomische Stellung nur for wenige 

g巴kl品川 Der dem europaischen Sambucus ebulus entsprechende japanische Sam 

bucus chinensis L1ND1.EY ( =Sambucus javanicus ssp. javanicus var. chinensis) 

bilclet charakteristische dichte, hohe Stauden-Saume. Diese Sambucus chinensis-

Gesellschaft kommt auf feuchte, Stickstoffreichen, tonigen, selten auch kiesigen 

Boden vor. Der Standort und die Physiognomie der Sambucus chinensis Gesells-

chaft sind clenen des europ品isch巴n Sambucetum ebuli KAISER 1926 (Urtico-

Sambucetum ebuli BR.-BL. 1952) ahnlch. Wir bewerten die Sambucus chinensis-

Gesellschaft als eigene Assoziation Sambucetum chine向sisass. nova. 

Sambucus chi・nensisist in Japan im Camellietea japonicae-Gebiet verbreitet 

uncl wachst auch in tieferen Lagen des si.idlichen Fagetea crenatae-Gebietes. 

Sambucus chinensis bleibt auf di巴 Siedlungsgebiete b巴schr邑nkt. Im Bereich 

naturlicher Vegetation wird er kaum beobachtet. Darum vermuten wir, daf3 

Sambucus chinensis in Japan eine praehistorische Antropochore ist. 

Auf den Ogasawara Inseln wachst eine weitere Sambucus-Saumgesellschaft, 

clas Trichosantho boninensis Sambucetum javanicae 0HBA et SuGAWAilA 1977 (= 

Trichosanthus boninensis-Sambucus chinensis-Ass. 0HBA et SucAWARA 1977) 

Auch auf den Ryukyu Inseln gibt es noch andere unb巴schrielコeneSambucus 

javanica G巴sellschaften.

Weil aber noch Aufnahmen und Tabellen dieser verwanclten Saum-Gesellschaften 

fehlen, konnen wir noch nicht die genaue syntaxonomisch巴Stellungder Sambucus 

c hinensis-Assozia ti on a nge ben. 

中神奈川県立博物館料加藤学園
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ソクズ群集

Sambucetum chinensis. 

はじめに

近年，日本では森林植生を中心に桝本分類上の知見が噌してきたが， 一方人為環境下に

発達するさまざまな代｛賞植生については， 未だ明らかにされていない併落が少なくない。

特にマント群落やすそ（縁辺〉群落※1については， その体系化がまだ充分でなL、。我々

は， !I巴沃地のすそ群務のーっとして， ソクズj洋部を報告したし、。
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関東地方から九州南部にかけての地域で， ソクズの優占する特徴的な高茎草木J洋放を調

査した。調査地は，いずれもヤブツバキ群綱域で， 特に本来の植生．がタブ林J或と考えられ

るやや湿った環境に限って］最も発達したir下落が見られる。 したがってソクズ群落は，タブ

林域またはそれに類する淑潤林に結びついた植物群訟のーっと考えられる。

※1 マント群搭の前縁を成す多年生草木による帯状の1洋孫については，ソデj洋落の名が一般に用いら

れているが， その存在機式からすれば 「すそ（祈〉群務」「へり （縁〕群落」「縁取り群落」または

「縁辺群務」などの語がより適しているしマントをふちとるものと すれば 「すそ（裾〉群落」「えり

（襟〉群落」の方がわかりやすい。 ドイツ語の（Saum-Gesellschaft）の Saumもそれらの語に対応

するものである。 マントj洋務については古く「林套」なる訳語があるが 「マント新ー落Jの名が一般に

通用している。 しかし 「ソデ群落」の方は広く用いられるに至ってないので 「すそ群落」の名をもっ

てした方が妥当なように考えられる。
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調査地点

Aufnahmenorte der Sarnbucs chineneis Ass •• 
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群落の主要な立地は， 北～西側斜面の肥沃で適渇からやや冊性な環境である。 このよう

な所では， 最大に成長した群落を見ることができるが日当りのよい河岸， 土手などにも丈

の低い植分が存在する。 1t手落は， 完全な自然植生域には存在せず， 人家周辺に多く， 特に

台地上の人家の北斜面でモウソウチク林， 又はマダケ林に按した所が多く，その状態、から

してソクズが史前帰化植物である可能性も考えられる。 またそのような人家周辺で、は， Ji下

落の立地がゴミ捨て場に利用されていることが多く， ソクズは極めて有機質に豊んだ土壌

上にもよく生育することが観察される。一般に土地利用形態が長期にわたって安定した地

域に多く見出すことができ，新しく造成された宅地や工場地J:!!Xには極めて稀である。

ソクズはかつて薬用植物として利用されていたことも知られており， 極めて古い時代の

栽i音植物または半栽培楠物とも考えられる。 ソクズはオオイヌタデ，シロザのようにかつ

ての栽培植物が放棄されて雑草化したものとやや近似の性格をもつものであろう 。

ソクズは多年生草木で， 主に地下茎で；繁タ｜在し， ｜引塊状の密集群孫：となることが普通であ

る。種子は液果のため鳥によ って広く散布するものと思われるが，実際には，他のすそ計

溶中など近似した環境，，コに，その芽生えや幼植物を見ることは，極めて併である。

群落は， 高さ1～2mに達し， 直立茎の密集した群落である。 このため一卜層は暗く，他

の植物がごくわずかにJ牧生するにすぎず， またヒ胞にも混在する種はなく， 単独極俊 l~lの

jf下落である。全群落構成種も 5～6種程度にすぎない。 ソクズ以外の主要な種として，イ

ノコヅチ，ヨモギ，カラムシ，イラクサ等がわずかに見られるにすぎず， ソクズに特に強

く結びつくと思われる極は見出すことができなL、。 しかしソクズ群訴は，きわめて特徴的

な形態と立地の選好性をもち， 広い地域に亘．って同質の環境に反復して見られるので， ソ

クズ一種を標徴種としてソ クズ群集を設立することにしたい。

ソクズ併集に近縁なものとして我々は小笠原においてムニンカラスウリ タイワンソク

ズ群集※2を設定した。この群集の形態、は， 本土のソク ズ群集によく近似し， nu聞なJ環境に
生ずるウ ドノ キーシマホルト ノキ府集の代償植生として見られる。 タイワンソ クズは， ソ

クズよりも南方に分布し，台湾では高地にソクズ， 低士山にタイワンソクズとL寸配分が見

られるという（FUKUOKA 1967）。 タイ ワン ソクズは小笠原以外の分布域でも， ソクズJf(：集

に近似の1r下孫を形成しているものと考えられる。

ヨーロッ パには，その南半分にソクスに近似の別NiSambucus ebulusが分布し，そ

の群落は形態，習性ともにソ クズirr:集に枢めて類似しており Sambucetumebuli KA1srn 
1926又は UrticoSambucetum ebuli BR.-Bし 1952 として 認められている。 こ

の Sambucetum ebuli はヨーロツ ノミのすそ併協の上級単位である Artemisietea 

LoHMEYER, PRE1s1NG et R. TuxEN 1950に編入されている。

ソクズに近縁な草木性のニワトコ属の植物は更にユーラ シア， 北アメリカなどに数種が

知られており，それらは何れもソクズ又は Sambucusebulusと近似した高茎のすそ群執

を形成しているらしL、。

ソクズの優占した群終にやや近似した高芸のすそJ洋治として， Fl本ではシシウド，イラ

クサ，イタドリ，ハマウド，カラムシ，アザミ類等を主とした密集1r下落があるn しかし，

※2タイワンソクズとソヴズチ同極とする初島（1976）の説に従って Trichosanthesboniensis 

Sambucus chinensis-Ass.としたが，この両者は明らかに別の Taxonであるらしいので Trichos-

anthes boninensis-Sambucus formosana-Ass.と改める。
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ヤブツバキJ洋綱j戒においては高さ 1～2mの主主J集した高茎のすそltf落として他に比較すべ

きものはこL、ない。 ブナ1r'i＇＊司域に於ては， オオイ タドリ，アカソ，オオヨモキー等の高茎草木

1洋治がやや対応するであろう 。

11本のソクズJt'(o集は Artemisieteapriceps MtvAwAKI et OKUDA 1971 （ヨモギ群綱〉

にt111i入し得るものであろうが， 日本のすそ併併とその類似群落の休系については現在検討

中であるので，ソク ズl作集のJtY；存分士山 l二の｛立世については別に報告したい。
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タニワタリノキ 類の 群落

大場達之 ・菅原久夫

Adinion rubello-piluliferae, eine neue Flu13bett-Gesellschaften im 

Bereich der Camellietea japonicae im Kyu;:;hu und S Korea. 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SuGAWARA 

Zusammenfassung 

Adinα（＝Naucleα〕isteine trnpische und subtropische Strauch oder niedrige 

Baum-Gattung der Rubiaceae. Eine Art der Gattung Adina racemosa M1Q・

w品chstimmergriinen Laubwald. Aber di巴 meistenArten der Gattung kommen in 

FluGufer und ahnlichen feuchten oder wechselfeuchten Flachen vor. Solche Adina-

Gesellschaften etwa den Salix-Gesllschaften im Bereich der sommergriinen Lau-

bwalder. 

Adinetum rubellae ass目 nova

Adina rubella HANCE ist in S China und Cheju-do (Querpaert-S-Korea) ver-

breitet. Im Cheju-do findet man auf Basalt Lavafeldern zahlreiche tiefe u-fりrmige

Rinnen, die fast gerade von der Hoh巴 zum恥1eerverlaufen. In diesen Rinnen 

steht nur bei Regen Wasser. Sie trocknen rasch aus. Dort bildet Adina rubella 

in Gesteinspalten und zwischen Grobkies niedrige und lockere Gebiische. AuBer 

Adina rubella wachsen keine anderen charakteristische Pflanzen in dieser Gese-

llschaft. Begleitende Arten sind einige Camellietea japonicae und Miscanthetea 

sinensis Arten. 

Adinetum piluliferae ass. nova 

Im S Kyushu baut Adinaρilulifera eine dem Adinetum rubellae ahnliche 

Gesellschaft auf. Adinaρilulifera wachst in Flul3bett und auf steilen Fels-

wanden von Schluchten. Sie bevorzeigt mehr schatten als Adinαrubella. 

Wir rechnen beide Adina Assoziationen zn einem eigenen Verband Adinion 

rubello piluliferae (Kenntaxon Adina rubellα－Gruppe). Die Ordnung und die 

Klasse sind noch nicht bekannt. 

はじめに

河川とその周辺には他とは異った植物群落が見られるが， 植生環境としての河川の特質

は，水流による破壊作用， 特に増水時の浸蝕と堆積作用にある。基質の種類と洪水の頻度，

37 
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強度に対応して河川には嫌々な植物j洋拡が分化している。

上流域では， 主に浸111:fi：用が行なわれ， liリ員環境の肥沃士山を好む一年生吊本のi作総は発

達できず，河床の宕上， 粗｛深i也や谷監下端の流＊に近い岩ー上には多年生革本または低水か

らなるJrお誌が形成される。 ，，，，流域では， 運搬， lif＇積作用がーととなり ， li~~や砂によ る州が発

達し ヤナキ＇. ~Ffの林や多作生草木などのJr下落が；陵介して生ずる。一方， 卜1庁LJ或て。は，対！被作

用がこしで， 草本併泌が｛災ー勢を占め， 停滞；水域では， ハンノキ林によるJtr:i“が形成される。

また河床の細砂， 泥質の環境では多く一年生平本による短期的で小面積のI下落が発達する。

以七のように河床に生ずる植物1洋治は， 特r:.i＝／，流， 下流域においてはオノエヤナギ併綱
のほか多くのものが調査報告されている。 しかし上流域渓谷町の河岸等に生ずる植物Hf拡

については， U：米協告が少なく，サツキlr'F集，キ シツツジJ作集など少数が知られているに
すぎない。

タニワタリ ノキ，シマタニワタリ ノキは名が示す通り，渓谷の河床， 川；；：：：に生育の本拠

を持つ種であるが， 従来それが構成する1tl＇－／芥については級 官がほとんどなかった。

我々は九州南部と済州島で， タニワタリ ノキ， シマタニワタリノキのm拡をl羽査する機
会を持ったので得た知l見を報告したい。
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Photo 1. Adinetum piluliferae. 

タニワタリノキ群集 （屋久島 ・大Jil)

タニワタリノキ群集 （表 1)

Adina pilulifera-Ass. ass. nov 

39 

タニワタリ ノキは， 1, , ，玉｜南It日からインドシナにかけて， その分布が知られており，Fl本

では，九州南，%，種子向， 屋久品，奄美大，~~jに分布ー している 。 その産地は， Mれも河川に

沿 っ ている 。 我々の ~j,';j併は宮111な県尾鈴 111 の名賀 J i ／ ， 屋久尚の南半分の各河川 lにおけるもの

である。

タニワタリ ノキは，渓右上に特徴的に生ずる砲である。 河床市llでは，著しく疎生l刊でλ

li~Sや岩株の トー im111~や！（￥，・仰の山隙；j/lに生ずる の -・}j，谷邸の下部に／｜ーずる場介は，密集した

H日停を形成し， 植紋率も80～90%とl高いことがー般的である。 河床；＇fllおよび行壁 ド!illてーは

洪水！日fに冠水し，imA：の影響をうd＼く 受けることが予想され， 事実タニ ワタリ ノキの枝先’：？

のにttllには，流＊によるゴ ミが多く付着しているのがwr:i且に認められる。
幹は下白ilから分岐し，樹高2～4UI桔1度である。nu併の構成田は，平均7～8種程Jぷで
河床の岩鰍 ｜二て棋は少なく ， 極めて疎生的である 。 谷~it 卜｛fflでは， 河川に沿 っ て情・状に irh約

を形成し， 密生した低水Ji同協となる。

｜燐慢するg.y：治は， 谷壁上；＇ti)や河岸七自llのやや上爆の発達した急i'.2/1l:1iの立士山に，イス ノキ，

ホソパタブ3 アラカシ写の林分が見られる。 このため， タニ ワタリ ノキ群抗内にも， ヒサ
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Adina rubella 
Kennarten d Camelbetea 1aponicae: 
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R"mex acetosella 
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F"ndor t. Cheiu-do. 

Tab目 2.



rJ 

ζジ

• ~ I 

0. 1 

企 ，J 

Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 11 August 1979 

：~ ~ 
~（lQ\.:m 

一一一一一一一－－≪一一ー一一一一一Jc"

Abb. l=Fundort；巴 derAdinetum piluliferae, 2= Verbreitung von Ad問。 ρilulif，昨日

im Japan aus der ftoristischen Literatur und Herbrarmateriali巴n, 3=Fundorte der 

Adinetum rubellae. 

1 ＝タニワタリノキ群集~m査地 2＝文献と標本によるタニワタリノキの分布 3＝シマタ

ニワタリノキ群集制査地

カキ，イスノキ，アラカシ， トベラ等が混入している。 又開放的な立地では，ススキ，ヌ

ルデ，ナツフジ，ヤブイバラ等がわずかに見られる。
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群落の立地が河床， 河岸であるため洪水が毎年継続する限り，ヤナギ林と問機に持続群

落として存続するであろう 。 又岩線上や大隊士山などの貧養な乾燥する環境下で，河川の状

況が特別の変化をきたさない限り，選移は， i立まないものと考えられる。 即ち持続先駆群

孫である。

以上のように，極めて特徴的な立地と群務形態を示し，分布域の各河川に普遍的に認め

られるので1 タニワタリノキ一種を楳徴種として， タニワタリノキ1洋集として扱う ことを

提案したい。群集の楳徴種として強く結びっく植は見られず，隣接するヤブツバキ群綱の

群落より務下， 流入した種実に起源するイスノキj ヒサカキ，アラカシ，パリパリノキ等

がわずかに生ずるにすぎない。 これらの種頒は，洪水｜時の破壊作用などによる伏臥化，幹

の多岐化などのために，本来の樹形に成長し得ず， 開花結実に至るものはほとんど見られ

ない。即ちこれらヤブツバキ群綱の種は偶生種と見なし得る。

タニワタリノキ群集の調査海抜域は，屋久島に於ては，河川｜の下部域， 海に近い海抜約

20～200 m付近に多く見出され， ヤブツノくキi町二綱J:!J¥:の－Hflsに1洋諸分布の主体があるものと

し、える。 J屈Jil(1972）によると本種は，海抜500m以下にその木拠があるらしい。屋久島
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の内｜山高iflJ抜J山の河床ではJl:l：すことができず， 渓，日仁の他生が海抜500～ 600mを；境界

として， じ ，＇ ~illではサツキを主としたj洋治（ホソハハクーマーサツキ群集 宮脇他 1978）に，

←ド1111て、は，タ ニワタリノ キ併集に別れているものと考えられる。

シマタニワタリノキ群集 （表2)

Adina rubella Ass. ass. nov. 

ンマタニワタリノキは， 11"1且1fi1tlllこ分イ「Jし済州、｜応Jfiitl）の渓谷河床にややかけ航れた分布

をしてL、ることが1J;11ら;j1,てL、る。

済州島では， l誌の南側の渓流の河床自llにのみかきってシマタニワ タリ ノキが生じ， 特徴

的なn下泌を形成している。訓倉地は， 海抜 150～ 200m付近である。 河床は夏期にはほと
んど流水は見られず氾｜れている の 又済州島は， 火山島であ っ て， i亘~~；~’の降水は伏流水 とし

て流卜し， 一般の河川1は大雨川以外はil&Iれていることが多いの しかし台風などの大雨ll ~Jに

は~一杯にノドが流れるらしし、。

シマタニワタリノキが見られる立地は玄武岩の浴岩台地に刻まれたやや深い平坦な谷底

を作っ た谷で， 谷底には大Ii~~や岩絡が露出 しており ， 岩隙や大磁の下流側の山所をたより

にシマタニワタリノ キが疎生している。 樹高は2～ 3m松！立で時に 4～ 5m／こ達すること

もある。 l「（y会は河床に疎生ないし小凶紋状に/cl二ずることが一般的であり密集する群治は見

られなかった。 幹はタニワ タリ ノキ同様下内IIから多 く分校する。シマタ ニワタリノ キはタ

ニワタリノキに比較して， 民がやや小型で， 民の表Tillは光沢があり，タニワタリノキより

は乾燥， 向陽環境に迎したもののように考えられる。 花は頭状花序を形成し， fr，冠は淡桃

紫色であり タニワタリノ キとは異なる。

河岸の隣接するm：治よ りイスノ キ， ヒサカキ，サカキなどがごくわずかに混生している。
その他はススキ， トダシノ＼コアカソ， ヨモギなどの草木がわずかに生ずるにすぎない。

｜明日愛する河岸~＂！［［！］などの土峻の発注する1911こは， イス ノキ，スタジイ等の照葉林が見られ

る。 河床の乾燥しやすい特徴的な立地条件や頻繁な洪水による影響を受け， 持続in務とし
て存続しているものとHHJllJされる。

このようにシマタニワタリ ノキは， 河床に特徴的な1：下治を形成しているのでシマタニワ

タリノキ一種を機微極と して， ンマタニワタリノキJ「下集を設立することが口j能であろう 。

他には，ヤブツハキjff綱の構成種のイスノキ， ヒサカキ等が生育するが， 量的にも少なく ，

市プJに欠け， 本米の生育士山からj卑脱した何生的なものと考えられる。

上級単位について

[Tl刊T集には，ヤブツハキJi＇（：綱の閉が 多く混入しており， シマタニワタリノキ，タ ニワタ
リノキともに附民林城に分布城をもっ！！積地樹である。 このことからヤブツバキ群綱に所属

せしめるのが一応妥当と考えられるが， 両H下集に混入するヤブツバキ併綱の種は量的に少

なし洪水やl吃燥， 土壌の未発達等によ って本来の成長を成し得ず発育不良乃至11崎型的な

形で生きているにすぎなL、。 これは周辺のヤブツハキ群綱域から落下，流入した随伴種に

すぎないことを示すものと考えられる。 タニワタリ ノキ知の群落立士山の特異性を考えると

オノエヤナギ1/'f綱等と同じく河床に結びついた独立の群綱とする考えも成立する。 しかし

タニワタリノ キ知の本拠は111111商店から東南アジアにかけての域にあって， これらの地域

の資料が充分でない現在ではp この両併集のJn：納lへの所属については結論を将来に持越し
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たい。

タニワタリノキ，シマタニワタリノキは近縁の睡でタ ニワタリノキ同 （AdinaSA1.1su.) 

においてヘッカニガキなどの林床生の種とは異なった併を形成しており， このタニワタリ

ノキ・シマタニワタリ ノキ昨〔節〉を Kentaxonとして両群集をタニワタリノキ昨｜守｜にま

とめるのが良いと考えられる。

タニワタリノキ群団には， 東南アジアに更に1～2の別の併集が加えられるであろう 。

Tr下回即群目，すなわちタニワタリノキ昨日とするのが良いと考えられるが， この問題に

ついては更に東南アジアの資料を得て， 再検討を行ないたいの
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タニワタリノキと同等の環境に生育する昨夜については未だ知らなL、。 しかし｜塗iM.な渓

岩上にはコハンノキなどが知られており， これらの群務とタニワタリ ノキ類の昨務との関

連について検討する必要があろう 。

温帯林域において河床にはヤナギ林の発達が広 く一般的に見られる。 ヤナギ林の形成に

は，流水の季節的な変化3 特に中性群落への遷移を回止する洪水の存在が大きな嬰因であ

ろうと考えられる。 一方亜熱；fr¥＇，熱帯の河川｜環境は，渦ザ，；とは異なり，流水量の季節的変

化の状態が異なっていると考えられる。

亜熱帯， 熱'!Ff'の河川の植物群落の発現には温帯とは別の~因が考えられねばならない。

タニワタリ ノキ群落を含め， 亜熱帯，熱情1：攻の河川mつ告の群存体系については， 研究が
阪めて不充分で今後の研究がまたれる。

またタニワタリ ノキ，シマタニワタリ ノキは， タニワタリ ノキ属の分布圏の北方限界付

近に当たり， 属の本拠地て’ある熱帯， i匝熱’M1＇の南方城についての J洋治が明らかにならぬと

上級単位の位置づけについて論ずることはできない。

Adina属のある種は熱帝の河岸や湿原に生ずることが知られており（PAlJMASNS1976), 

また Adinαに近縁の Ceρhalanthusoccidentalisが-Itアメリカftflitf）においてタニワ

タリ ノキ同様河岸や乾いた河床などに生ずるなど Adinaとその近縁j罰にはヤナギ）罰に類

した習性を示すものが多いことは興味あることである内
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磯の肥沃環境に お ける多 年草群落

大場達之 ・菅 原 久夫

Syntaxonomie der ausdauernden 

Saum-Pflanzengesellschaften auf 

Gesteins-und Gerり11-Ki.istenJapans. 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SuGAWARA 

Zusammenfassung 
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Die Gest巴ins und Geroll-Kiisten erhalt巴n zahlreich eutrophierte R託umefor 

Saum Pflanzengesellschften, wie Vogelfelsen und Spiilsaume. Dort entwickeln sich 

eigentiimliche Stauden-Gesellschaften, in d巴rArten der Gattung Angelica, Cirsium, 

Scrophularia, Farfugiuin(Asteraceae), Euρhorbia und Boehineria(Urticaceae〕

die Hauptrolle spielen. Syntaxonomisch werden diese Gesellschaften mit den japanis-

chen mehrjahrigen rud巴ralenStaudenfluren in die Klass巴 Artemisieteaprinceps 

MrYAWAK1 et OKUDA 1972 gestellt. Im Fagetea crenatae-Gebiet entwickeln sich 

reichlich Honckenyo Elymetea-Gesellschaften. Zu den Artemisietea princeps 

kann hier nur das Scrophularietum grayanae ger巴chnetwerden. Diese Assozia 

tion wachst auf halbschattigem, f巴uchtenSchutt und grobkiesigen Gerりllablage-

rungen. Im Camellietea japonicae Gebi巴tkonnen wir dagegen zahlreiche 

Assoziationen auf nitratreichen GerりII-uncl Gesteins Kiisten unterscheiden. Diese 

Assoziationen vereinigen wir als eigenen neuen Verband zu eigenen Ordnung. 

Artemisietea princeps M1vAwAK1 et 0KuDA 1972 

Filipendulo-Artemisietalia montanae 0HBA 1973 

Artemisio Polygonion sachalinensis Mn'AWAK1 et al. 1968 

Scrophularietum grayanae ass. nova (Tab. 1) 

Farfugietalia japonicae ordo nova 

Farfugion japonicae all. nova 

Angelicetum japonicae ass. nova (Tab. 2) 

Angelicetum keiskeauae ass. nova (Tab. 3) 

Boehmeria biloba-Gesellschaft (Tab. 4) 

Boehmerietum holosericeae ass. nova (Tab. 5) 

Cirsietum maritimi ass. nova (Tab. 6〕
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Cirsietum spinosi ass. nova (Tab. 7〕

Enphorbietum jolkinii ass. nova (Tab. 8〕

海岸，河岸，湖岸などの水辺には水に運搬されるゴミが出着し， 千if状，線状または点状

の堆積を生ずる。 このコミの大部分は本）；などの櫛物休の｜折片であって，その分解にとも

なって局所的な肥沃な環境が形成される。J兵や潟においてはオカヒジキ昨綱に統括される

一年草の併泌がそのようなII巴沃環境に首遍的に見られる。機においてもそのような有機質

によ って室主主化した局地が見出される。特に著しいのは岩礁の多い海岸であって， 岩機の

間隙にはそのような漂着ゴミが保持されやすい。 ~）］1fi'J 崖の発達する所では崖の上方から

部下堆積する腐植に豊んだ上撲や有機物が肥沃環境を形成する。 このような各種の磯の肥

沃環境にはツノレナ，ハマダイコン，ハマアカザなどの冬紘一年草の昨治が見られるが， そ

の種類構成などは浜や潟に見られるオカヒ ジキ群綱の諸併格と共通または近似している。

このオカ ヒジ キ群綱のi化作とは別に機には基質の英It動性に支えられて 併の特有な多年草

群落が発達している。我々は機の植物川弘の調査を行なううちにこのような肥沃環境に生

ずる多年市川i点の資料がかなり集ってきたのでここにそれらを取りまとめて報告したL、
著者等Ii日本の磯（岩；也 岩際海岸〉の植物群落をf,j,¥J任してきたが本慨は「日本の海崖

111!線の）［； 1.\lf一年生群i告 」 （：｜ ヒ 111~の植物， tf-)25巻， 4号〉 に続く第二報である。

エゾヒナノウスツホ群集 （表 1)

Scrophularia grayana-Ass. ass. nov 

東北地方から北海道にかけての海崖の｜没渇な崖銑 ヒなどにはエゾヒナノ ウスツボを 巨と

する高さ lm内外の群拡が見られる 。 ~Jr ff!fな岩礁士山に生ずるために植似は薄 く， 密集した

1r~落を河ラ成することは少ない。 共平子する植物はオオヨモギ，エゾイラクサ，チシマアザミな

と日本::It;ff）の陰混林縁のすそ群落を構成する植物が主で， 更にマルノ川、ウキが高い頻度で

共存しているのが注目され る 。 マ ノレノ川、 ウ キと近縁て、大凶 1'1~北部に分布する Li.1ousticum

s~oticum は海岸の有機物の多い環境に／｜ じ ，砂斤の E・ynius arenariusなどと共frす

Abb. 1. Scrophularietum grayauae. 

エゾヒナノウスツボ群集
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Tab I. Ser。phulanagrayana-A" ass nov. 
Lfd. -Nr. ・ I 2 3 4 5 6 7 
FeJ;-Nr.. 112 51 I) 14 21 46 50 
D.o tum ・Jahr 75 77 75 75 75ζ 75 77 

Monat 10 7 10 10 10 10 7 
Tag 17 31 14 14 14 15 31 

Au to" 0 S 0 S 0. S 0 S 0. S 0 S 0 S 
Expos主tion: SE - N E E -
Nngung （。）内 20 - - 90 15 90 
Probef!ache (m'): 5 2 5 15 ・2 6 4 
Veg eta tionsbedeck五＇＂ ci> 5o 3o 60 4o 4o 20 4o 
Artenzahl: 2 3 5 6 6 6 10 
Kennart d. Ass. : 
-SC石戸訂~grayana
Kennar ten d. hohecen Ernhci ten・
Artem'5u montana 
Urtica platyphylla 
Cus1um kamtscha t>eum 
Coelople,,rum lucidum 
Gcum macrophyllue> 
Scnstioe Anen: 
Ligu s ti cum hul tenil 
Zelk。vaSerra ta 
Seseh libanotis v. 3aponica 

Cardamrne flexuosa 
Fcs tuca rubra v rubra 
Oraba boreahs 
Dendranthema arct1cum v mackawanum 
Mar℃hantia polymorpha 
ト1ooscspec 
Sax1fraga fortune1 
Dactylis glomerata 
Polygonum cuspidatum 
Sonchus o!etaccus 
Stellaria media 
Polygonum avicularc 
Prnus dens1flora • 
Sedum kamtschat1cum 
Bromus pauc1f!orus 
Bnza minor 

3 3 3.2 3.3 3.4 3.3 2.2 3.3 Ezoh日、anousutsubo 

2.3 +.2 , + , Oyomog1 
2.3 +.2 Ezoirakusa 

I, I , , Clnshiro.oazam1 
I . I . Ezonoshish1udo 
+ , Korafutoda1konso 

1

2
 

1

＋
 

2
 

＋

・

2
 

2

2

2

4

 

．
．
．
．
．
．
 

－

＋

1
3
 

3
2
 

＋

・

・

1
＋
 

Marubatok1 
Keyaki 
Ibukibofu 
Tanetsukebana 
Oushinokegusa 
Shi robananornunazuna 
Kohamagiku 

＋ 

+ 2 
Da1mon31so 
Kamogaya 
Itadori 
Nogcshi 
Kohakobe 
Mic lnyanagi 
Akama tsu 
Kirrnso 
Kl tsunegaya 
Himekobanso 

Fundorte: Kamui misaki (I), Sado (2,7), Rubeshibetsu (3,4), Sakubai (5), lloroman (6) 

るほか海i主の布機物上に多く生ずることが知られている。 日本のマルノくトウ キも同じよ う
な習性が見られ， 海岸の肥沃環境の桁初：植物ともいえる。 エゾヒ ナノ ウスツボのl洋治は独

立のjff・集として扱うのが適出と考えられる。 Hf集の分布城ILIUJ引JのirJl主草原の分布J或に

よく一致するの

ハマウト群集 〈表2)

Angelica japonica-Ass. ass. nov. 

エソヒナ ノウスツボ群集の分布しない本州l「＇i'°';il以南の海岸には， ほほ、同質の立地にハマ

ベ r＇·＇~＂＇ .，ノ
:p＇~ ¥_j 

＼ 
~（ γ 、 【、一

、〆／＼
／ 

e;.,,/, o＼，・
J、今 ＼b，、／・－

ナ ‘＇＇－手
－＂＇.，， 、色、＿＿＿；＿，

じ ノ子－ ,.., 、＿.. __ :¥,-. に ，.－－♂コ'c -＇・ー～ノ 、、 、ι 、dへ
ぐ戸 、 、 r；こ？、 、

／ーーノ

＼＿＿＿＿＿，「叉

＼戸「

c. • .-.r::コ 九
。 ι~・t

＼ 

’，. 

Abb. 1. Angelicetum japonicae. 

ハマウドll午集
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Photo 1. Angelicetum japonicac. 

ハマウド群集（熱海・初島〉

ウドの｛主r勢な群落が見られる。 ハマウドは陰湿肥沃な環境で高さ 2mlこ達し密集した併存与

を形成するが乾燥しやすい所ではイタド リなど他の高茎平木の混入が多くなる。 共存する

植物は地域によりかなり相異ーするが主要なものとしてはイタドリ， ノゲシ，ハマポッス，

オニヤブソテツ，イノコヅチなどが挙げられ， 全般に内陸のすそJ作務の構成柄の存在が目

立っている。 このハ7 ウドを主とする計二落をハマウドir下集として記録したい。ハマウド群
集は乱キIIな粁f僚の叩積上にも生ずるがその最適な工j一地は相当に土泌の存有する糾「711, JtW 

ヲ品。

cP 

＆でF 民
ぺ

Abb. 3. Angelicetum keiskei. 

アシタパ群集



Lfd. Nr.: 
Feld-Nr.: 
Datum: Jahr 

Monat 
Tag 

Au tor: 
Exposition: 
Neigung （。） : -
Probefl孟che(m勺：
Vegetationsbedeckung (%): 
Artenzahl: 
Kennart d. Ass.: 
Angelica japonica 
Kennarten d. Verbandes: 
Farfugiu田 japonicum
Boeh皿eriaholoseric.ea 
Boehmeria biloba 
Ccirydalis heterocarpa var. Japonica 
Euphorbia jolkinii + 
Corydalis heterocarpa v. heterocarpa . 
Kennarten d. Ordnung u. Klasse: 
Polygonum cu5pidatum 
Artemisia princeps 
Achyranthes fauriei 
Brachypodium sylvaticum 
Aster ageratoides var. ovatus 
Ru me浬 japonicus 
Hou ttuynia corda ta 
Viola grypoceras 
Polygonum hliforme 
Lysimachia clethroides 
Sonstige Arten: 
Sonchus oleraceus 
Cyrtomium falcatum 
Lys1mach1a mauritェana
Commelina communis 
Ampelopsis brevipedunculata 
Paederia scandens var. mairei 
Miscanthus s1nens1s 
Clematis ternuiflora 
Carex oahuensis var. robusta +.2 
Galium spurium f. strigosum 
Thalic trum minus var. hypoleucum 
Rosa wichuraiana 
Dian thus superbus var. longicalycinus. 
Calystegia soldanella +. 2 
Tetragonia tetragonoides 
Agropyron tsukushiense var. transiens. 
Cocculus trilobus 
Asparagus schober101des 
Pittosporum _tobira 
Oxalis martiana 
Lathyrus Japonicus 
Arab is stelleri var. japonica 
Oxalis corniculata 
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Ha皿audo
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Rasei ta so -
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Hinatainokozuchi 
Yamakamojigusa 
Nokongiku 
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Susuki 
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Akikaramatsu 
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Kawaranadeshiko 
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Tsuruna 
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2.3 

I .2 
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＋ 

2.2 
＋ 

＋ 

I. 2 

I. 3 

2.2 
+.2 

I .2 

AuBardem Je einmal in Lfd.-Nr. 3: Digitarェaadescendens -I 3, in 6: Dendranthema pacificum -.J .2, Stellaria media -1.2, in 7・Arisaemaringens 
-+, Piper kadzura -+, in 8: Sonchus brachyotis -2 .. 3, Ar_undinar工as工monエエー＋， Paederia scandens var. mantima -+, in 10: Osmunda japonica -+, 
Rubus tr1f1dus -I. I, Arisaema urashima -+. 2, in 11: Carex breviculmis -+, Sagina maxima -+, Lychnis miquelina -+, in 12: Lilium leichtinii 

var. tigrinum→， Poa spec.ー＋， Albizzia julibrissin→，四 13: Canavalia lineata -1.1, Liriope platyhylla -+, Engeron annuus -+, Carex 
lenta -+.2, in 14: Arundinaria pygmaea var. glabra -1.2, Polygonatum falcatum -+, Elaeagnus macrophylla -+, Festuca rubra －＋，エn 15: Sedum oryzi-
folium -+.2, Chrysanthemum boreale -1.2, Paederia scandens var. maritima -1.2, Vicia craccaー＋， in 16: Setaria plicata？ー2.3,Lespedeza cuneata 
-1. 2, Cardamine flexuosa -!. 2, Sambucus sieboldiana -2. 2, Youngia japonica -+, Dendranthema makinoi var. wakasaensis -+, in 17: Sedum Japonicum 
-I. 2, Asparagus cochinchinensis-+, Cirsium suzukaense？ー1.2,Adiantum pedatum -+, Carex stenostachys -1.2, Melica nutans -+, Dioscorea tokoro-+, 
Trisetum bifidum -+, Hypercum erectum -+, Athyrium niponicumー＋， Cucubalus baccエfervar. japon工cusー＋．

Fundorte: Hatsushima (1,10), Choshi (2,3,6), Omishima (4), Jogasaki (5), Tenjinjエ.ma(8), Tojinbo (9), Wakasa-wan (7,11,12,16,17. Miyawaki et al 
1975), Wakasa-wan (13,14. Miyawaki et E吋iwara1976), Okino-shima (15. Itow 1977). 
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Tab. 3 Angehca kernke•-Ass . ass. nov. 

Lfd. Nr. I 2 3 4 5 6 7 8 9 I 0 II 
Feld-Mr. b 6 14 3 I 7 26 a 2 4 6 c 
Datum. Jahr 76 76 78 79 76 76 76 76 79 76 76 

Monat II 12 I 2 I 7 7 II I 2 I I 2 II 

Tag 28 28 30 9 I 6 I 28 I 5 9 I 5 28 
Au toro 0 S S 0 0. S 0 0 S 0 S 0 
Expos.C•。空 NE - NE E - ESE W N 
Ne<gung （ν）： 内 ー 10 30 25 - - 10 25 
Probeflilch己（m") 9 2 I 4 5 24 I. 5 I 0 9 2 I 0 7 5 5 
Vegetationsbedeckung (%) 85 80 90 30 70 100 ion 9n - 90 95 
Artenzahl: 4 5 5 5 6 8 9 9 9 11 14 
Kennart d. Ass .. 
Angelica keiskci 3.3 3 2 4 4 2.2 4.4 2.2 2.2 3 3 2.2 2.2 2.2 Ashitaba 
Kennarten d目 Verbandes.

Bnehmerca b<loba 3 3 I 2 . + . 4 2 1.2 3.3 
Farfugium 3apon<cum . . 2 2 2.1 1.2 . 2 I I I I. I 
Cnrydahs heterocarpa var ppon<ca + 2 . . + 2 I. I . 
Aster agerat v ovatus f. vernalrn . . . 2 2 +.2 

Kennarten d. Crdnung u. Klasse: 

Artemsエaprエnceps
Brachypodrnm sylvat.cum 
Achyranthes fauriei 

Cuswn mppmncum var comosum 

Geranrnm thunbergn 
Rumex 3apon<cus 
Athynurn mpomcum 
Ophsmenus undulat<folius 
var. 3aponicus 
Hnuttuyma cordata 
Rubia akane 

E旦竺当乙主主旦i
Cyrtomrnm falcatum + 2 • . I 2 + On.yabusotetsu 
Oxahs cormculata var. tnchocaulon . . . . . . I .3 + 2 + 2 Kekatabarn• 
Euonyrnus japonicus . I I I I . . . . . . . Masab 

M.scanthus condensatus . 2 3 + . Hach<3osusuh 
Centella asrntica . • . . . +.2 . . + 2 Tsubokusa 
Ficus erec ta . • . + . + Inubrna 
Bromus catharticus . • . +. 2 I 2 Inumug• 
Galwm spunum var. stngosurn －・目 . . . +.2 . + Yaemugura 
Sonchus oleraceus －ー ー ・ II + Nogesla 

AuBerdem ie einmal in Lfd.-Nr 1・Erigeronsuma trensisー＋ ， rn 2・Lon.cera3apomca I l, rn 3. Calystegia 
soldanellaー＋.2, rn 4: V1c1a iapon1ca -+, 10 5. Peucedanum 3aponicum -1.2, Zanthoxylum allanthoides -+, 
10 6. Paedena scandens var. maire1 +, Dinscorea 3apomca +, Arundinana s1monn 3.3, 10 7. Pittosporum 
tnbira +, Lycwm chinense -3 3, in 8・ Tetragonia tetragonoides・ -+ 2, in 9田 Cyclosnrusacuminatus I .2, 

Stellana aquatica -1.3, Leptogramma moll1ss1ma -+.2, in 11・Lirrnpeplatyphyllaー＋.2,Cler。dendrontrエco
tomum +, Ostencum s1ebold11 -I 2, Rumex acetosa 1.2 

Fundorte. Miura-hanto (1,4,6,7,9,11), N1sh1 izu (2,3,8,IO), Manazuru hanto (5). 

Rase1taso 
Tsuwabuki 
K1keman 
Enosh1mayomena 

2. 3 
2. 3 

2
3
3
 

1
2

2

 

3

2

 

3

2

 

！目3

1.2 

3 4 Yomog1 

2. 3 Yamakamojigusa 
I 2 Hinatainokozucln 
工gaazami
Gennoshoko 

G1sh1gish1 
Inuwarab1 

I 3 ChiJ im1zasa 
+. 2 Cokudam1 
+ 2 Akane 

などである。 その最もよく発達した植分は北大西洋沿岸の海崖，特に海鳥の嘗巣地の卜方

の有機物に豊んだ斜面に生ずる Angelicaarhangelicaの群落に極めて類似した相観を

示している。ハマウドは内陸に生ずることはないが Ange!ica arhangelicαは河岸の肥

沃士山にも生ずることが知lられており海崖肥沃士山の植物群落と内陸の肥沃地多年草群落（す

そn日約との関連の深いことが批定できる。
ハマウド群集の分布域は種の分布域にほぼ一致するものと考えられるが， それはJ:Jffl)j(,

台湾に及ぶので数個の地域群集が区分される可能性も考えられる。

アシタパ群集 （表 3)

Angelica keiskei Ass. ass. nov. 

アンタパは関東地方南部海岸に分布し，小笠原諸島にも及ぶ。 その概形はハマウドに近

似するがその習性はやや異なり ハマウドの剣｜く単独で密：集した群落を形成することは稀てれ

ラセイタソウ，ツワブキ，ヨモギなど と混生昨訟を形成する。 またハマウドよりも被陰地

を好み海岸付近の北向きの林縁や林床にも侵入する。 この点機質海岸の向陽地にも生じ林

床には稀にしか生じないハマウドと異っている。 しかし伊豆諸島の火山砂磯地てーはハチジ

ヨウススキなどと共に砂際原に島状群落を形成する場合も認められる。湿った岩壁の基部

などではしばしばラセイタソウと混在しラセイタソウ併落との区直｜に困難を感ずる場合も

ある。アシタパはイソギグと同じ分布型を示すが， イソギク型分布の植物が内陸プナ帯に
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Tab. 4 Boehffieria biloba-Ges 

Lfd.-Nr . 

Feld-Nr. ・ 
Da印m. Jahr 

Monat 
Tag 

Au tor 
Expositrnn・ 

Ne1gung Cl: 0 
Probefl1iche (m-): 

Vegetationsbede<kung (7.): 
Ar tenzahl 
Trennart d Ges. ・ 
Boehmeria b1loba 
Kennarten d. hoheren Ernhei ten 

R"mex iaponicos 
Angelica keiskei 
R"me口kconglomera h」S
Ixeris iapon1ca 
Brachypcdrnm sylvatcc"m 

Achyranthes fauriei 
Cnsrnm n1pponicum v incompt"' 
Sonsti日 Ac回 目

L> s imachi> ma"ri tlana 
M'5tanthus condensatos 2 2 
N1pponanthemum nippon1cum 

ll1Scanthus srnenSls 
Stellaria aquotica 
口1enopodrnmambrnsrnides 
Tetragoma  tetragonn •dcs 
Cyrtomwm falcat"m 
Lu zu la capltata 
P>ttosporum tobua 
Paedcna scandens v man tlma 

Chcnopodium album 
l'ol ygonum sen tlco5"m 
Sag1na max1ma 
Echwochola nus gal l• v crus-galh. 
Carex oahuenS>s 

Oxal" martlana 

Jlcnranthema paoihc"m 
Humulus Japon1cus 
ViCla iapon1ca 
!!Hiens frondosa 

Ee •geron canadensis 
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52 大場・菅原 ：般のIJ巴沃環境における多年草j洋治

島に］〉えんでいる D ラセイタソウの~lfl環境は乾燥江主主とj自制肥沃の両極端に分れている。

即ち北～点［i'1Jきのt!ll徐岩壁の垂壁やオーバーハングの下部岩壁などにオニヤブソテツと共

存して生ずるものと， ；（＇； ~宣下部や人為的影響~の怯L 、陰湿Jj巴沃地，特に流水縁においてギシ

ギシなどと共存して丈の高い密集i作品与を形成する他分とである。 ヤフ’マ オ hiには持隙と IJ~

沃i自在日！環境に共に生ずる種頬がかなり 多く，コアカソ， オガサワラモク マオなどはその典

型である。 オニヤフマオも岩壁に／｜ずることがありヤブマオ，メヤブマオなども石垣の11¥J

に多く生ずることが怖でなL、。 ラセイタソウはそのような性伯が最も強く現れた穐知であ

るが広くその分布域内で観察すると，U墜にその本米の生育の重心があり， 1111:. 1r，~肥沃環境に

生じているのを見ると， まず例外なく 人為的に 1~：養化された場所であ っ て，ラセイタソウ

にと っては2次的な立地と考えられるの これは店店！こ本拠を持ったボタンボウフウ，イソ

ギ ク，ハマナ デシ コなどが岩壁下端の出tit上の深い上壌上に 1：~ F生育し， そのような環境
で最大の個体生長が見られるのと規をーにしているものであろう 。 政々はラセイタソウは

先にハマホラシノブ オ ニヤプソテツ J作集として記録された陰温海室の昨：；~に結びついた

ものとして考えたL、。 オニヤブソテツもラセイタソウ同様海崖から被陰林縁及林床にとJム

' ＇）直），じ能力を持っているが， それら各種環境にLじずるオニヤブソテツはそれぞれ別の染色

体数を持ち， 3個ほとの TaxaにIX分され得る11J能性も示されている（安lこ日1977）。その

ような問題を合めて持壁生のラセイタソウj洋治に関しては 陰沼海岸の他の値物H日誌と共に

更に検討してみたい。

f’『＼，

f色 よ、~~？／ ',/ 

＼ 「~ ~＞~~ .・・＝・てダ／；人＼＼

Abb. 5. Boehmerietum holosericeae. 

オニヤブマオi洋集

。1＇「／
／ノ＼

Tab. 6. Boehmerca pannosa-Ass a<s. nova 

Zahl d. Aufn' 

Kennan d. Ass ' 
Boehrnena pannosa 
Kennarten d hoheren Ecnheiten' 
Polygonum chwense 

Artemina princcps 
Rumex Japonicus 
Son<tioe Acten' 
aliun suprium f. strigosum 

Cyrtomwm falcatum 
Miscanthus siens ts 
Eurya J•ponica 
Paederi" scandens v. mairei 
Sonchus orelaceus 

2 Saikacyabumao 

2 Tsurusoba 
I Yonogi 

I Gishigisln 

2 Yaemugura 

I Oniyabusotetsu 
I Susuki 
I Hisakakt 
I Hekusoka,ura 

I Haruninogeshi 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen Nakancsln und Itow 1978 
tab 1-2-4. 

、、、』、に、・
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Photo 2. Cirsietum maritimi. 

ハマアザミ群集（伊豆・

4民的）

53 

オニヤブマオ， ラセイタソウのほか山 1::1本には海）；~に こじずるヤブマオ士山がお下知られて

おり ， l~j，西， ｛jJJl!,0978は長1 11奇市からサイカイヤフeマオ Jrfj会を報告している。 またこれに近

縁なニオウヤ 7・マオが山口県の瀬戸内海沿岸から記録されている。 サイカイヤフーマオとニ

オウヤブマオがそれぞれ独立の Taxonであるのか否か， l肖再検討すべき点が認められる。

何れにしてもオニヤブマオ群集に対応する群落が 西日本に存在するがその群落分類上の取

扱いにはサ イカイヤフ。マオとその近縁障の分類学的な｜月検が必要である。

J _ ＿／ど二三
九円一＼ベコ与＼
a ． νJミζη三｝／

＼ 

＼ 
‘｛八1

', -"・ ＼ρ／～日」

> （＇ヤR
. ），＿.将＼］… J , 

f 、ぐ一＂－.，-.s:
J・#・"' ""' Iγ戸

Abb. 6. Cirsietum maritimi (1) und Cirsietum spinosi (2). 

ハマアザミ群集（1)とオイランアザミ群集（2)



Tab. 7. Cirsium mantim"m-Ass. ass. nov. 

Lfd -Nr.' 
Feld Nr ' 
Datum' Jahr 

Monat 
τag 

Au to" 
Exposition. 
Neigung （。）・
Probeflache (m") 
Vegetationsbededung (?.). 
Artenzahl. 
Kenna rt d Ass. 
Cirsium mantmum 
Kennarten d. Verbandeso 
Farfugium japonicum 
Euphorbia jolkinii 
Angelica japonica 
Kennarten d. Ordnune u. Klasseo 
Ru meつKJ•ponicus 
Torilis japonica 

主主旦阜土土己旦土
La thyrus japonicus 
Calystegia soldanella 
Setaria viridis v. pachystachys 
Peucedanum J aponicum 
Raphanus satnus v. hortensis 
Rhaphiolepis umbclla ta 
v integernma • . • . . + . I. I . . + Marubanosharrnbat 
Paederia scandens v mar i tlma .ー＋ 2 +2 . 1.2 . Hamasaotonekazura 
Pittosporum tobua . • + . . +.2 Tobern 
Mtscanthus condensatus . . • . . + . + . . HachiJOSusukl 
Miscanthus sinensts . . . + . + +.2 Susukl 
Rosa wichuraiona I. 2 . Tenhano1bara 
Dendranthema pactficum . . I .3 . • . . . Isogiku 
Cyrtom1um falcatum . . • . + . . . Oniyabusotetsu 
Asparagus cochinch1nens1s . . . • + . . . Kusasug1kazura 
Hemerocallis 1i ttorea . • • . • . + . . Hamakanzo 
Sonchus olerareus . . • . • . . + . Nogesln 

Viteつ＇ rotundifolla － ・ ・ ・ ・・ . . + . Hamago 
Canavalla hneata • . • . • . . + Hamanatamamc 
Cnnum asiatlcum v. J•pon 1cum . . • . • . . + Hamaomoto 
Crepidtastrum kctskcanun . • . • • . . • . . 1.2 Azetona 
DェanthusJaponicus . • . • . • . . I 2 Hamanadeshtko 
Lys1machia mauntiana . . . . . . +.2 Hamabog,u 

Fundorte ト！uどotnmisaki (l),Jogasaki (2),Suzaki (3,7,9),Kumanonada, Uragami hanto (4,6,8,JJ,12.τab.S. Tab.7 
Miyawakヱet al 1971), Kumanonada, Uragani-hanto (10 Tab.IQ Miyawaki u Suzuki 1975) 
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3.2 2.2 2.3 3.3 2 3 2.2 3.2 3.3 2.3 3.3 4.4 3 3 Hamaazrunt 

+.2 + 2 + + + . 2.2 + 2 Tsuwabukl 
+ . . + lwa ta1gekl 
. . . . . . . . + Hamaudo 

Gishigishi 
YabuJ 1ram1 

I. 2 Hamacndo 
Hamalnrugao 

. Hamaenokoro 

. Botanbofu 
Hamada1kon 

2.2 
I .3 

＋．  

＋ 

3

2

 

・
＋

白

目

3

＋
 

2
 

＋
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2
 

．． I. 2 
I.I 

オニヤブマオ群集（表5)

Boehmeria holosericea-Ass. ass. nov. 

本州中部以凶の向）f-の陰湿なH縁， 土佐の 下端なと有機質の多い環境にオニヤフマオの俊

i与する1W'f会が！よく ｝；lられる。 その環境とl作拾の形態は多号地に！ムく分布するアカソ オオ

A 、

＼ぜ、J

Abb. 7. Euphorbietum jolkinii. 

イワタイゲキ群集
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Tab. 8.Cir.ium spinosum-Ass・ass.nov. 

Lfd.-Nr.' 2 3 4 5 6 

F邑ld-Nr.' 92 87 88 93 97 

Datum' Jahr '-77 77 77 77 77 78 

Monat 10 IO IO IO IO I 

Tag I8 I8 I8 I8 I8 7 

Au tor: Oh Oh Oh Oh Oh M 

Exposition 
Neigung （。）＇ -
Probeflache (m"): 
Vegetationsbedeckung (:0.: 
Artenzahl・
Kennart d Ass.: 
Cirsium spinosum 
K巴nnartend. Verbandes ・ 
一Farfgiumjaponicum + 2 1.2 . 1.2 + Tsuwabuki 
Corydahs heterocarpa v heterocarpa . 2.3 3 4 .τsukushrkikeman 
Snnstit:ie Arten: 
lfuC示thuS三Tnensis 4.4 2.3 I 2 3 4 2 3 I 2 Susuki 
Drgrtaria adscendens I .2 I .3 . . Mehrshiba 
Polygonum chrncnse . 2 3 . . . +. 2 Tsurusoba 
Co皿 elrnacommunis . + 2 • I .3 Tsuyubsa 
Calystegra soldanella • + 2 . + Hamahrrugao 
Ipomoea indica I 2 . • • . • Noasagao 
Zanthoxylum faurreェ＋ . . . Karasuzan,ho 
Polygonum scntrcosum . + • . • Mamakonoshrnncgui 
Tubocapsrcum anonalum . . + 2 . Hadakahozukr 
Tetragonra tetragonordes . ・ ＋.2 . . Tsuruna 
Crrnum asiaticum v iaponrcum . . 2.2 . . Hamayu 
Rosa wrchurarana . . • I 2 . Terrhanorbara 
Errgeron canadensrs . . . I. 2 . Hrmemukashryomogr 
Setarra vrrrd1s . . • + 2 . Enokorog>Sa 

+ . Hamabossu 
2. 3 Hamaendo 

nvAvnυ 

3

7
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2

8

 

－
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0
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5
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0
6
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－RJnV
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1
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－5
0
5
 

8
 

- NE 
3 

2 2 3 4 3.3 3.3 4.4 4 4 Oiranazamr 

Lysrmachra maurrtrana 
Lathyrus japonicus 
Canavalra lrneata 
Ty!ophora canakae 
Vitex rotundrfolra 
Peucedanum J•pomcum 

. !. 2 Hamana tamame 

. +. 2 Tsurumorrnka 

. I. I Hamago 

. I I Botanbofu 

Fundorte Hajimazaki (1.2.J.4〕，Tsuchikawa (5), Yaku-shムma(6. Miyawaki et al 1976 
Tab 16). 

ヨモギm~集に近似している n オニヤブマオ W（· 治の｜当然の他分はj火 くイi~iJCに生ずるにすぎな

いが海岸付近のタフ林などがl政l襲された 跡地にススキと混生してjムい而i績を占めることが

少なくなL～共存する府If!iとしてはヨモギ，ススキ，ウド，ノブドウなどが高L、頻度をノj、

lab 9. Euphorbra JOikrnu-Ass. ass. nov 

Lfd.-Nr 
Feld Nr .. 
Datum: Jahr 

Monat 
Tag 

2 J ゐ 5 6 7 8 9 10 11 
63 17 I 6 3 5 20 61 11 44 52 16 
77 66 68 69 69 78 77 78 77 77 66 
10 J J J 3 5 10 5 I I II 3 
16 28 26 27 27 14 16 14 II I 2 26 。。。。。s 。 s o.s 0 s 。
I 0 100 25 9 o.s 25 100 2 5 10 15 
JO J 10 5 8 JO 5 60 40 85 5 
2 J J J 3 3 4 5 6 7 7 

3 J 1.2 1.2 1.l I 2 J.2 1.2 3.J 3.3 3.4 I 2 Iwataigekr 

Hamaudo 
+ Hamaazamt. 

Au tor 
ProbOfljchc (m2): 

Vegetationabedeckung (7.) 
Ar tenzahl 
Kennart cl Ass : 
Euphorb>a ]Olkrnu 
Kennar ten d Verbandcs: 
Angelica iaponrca 
Crrsrum man "mum 

笠笠五五三笠竺旦三
Dendranthema pacrf iccm 
Mr scan thus condensa tus 
Tetragonra tetragonordes 
Calystegia soldanella 
Peucedanum】apomcum
Frmbristylrs ferruginea v Sicboldu 
Creprdrnstrum lanceolatum 
Rosa w>ehurarana 
Hedyotis biflora v. parvifoiia 
Moose spec. 
Polygonu血 senticosum
Carex oahuensrs 'nr robusta 
Mrscanthus srnens1s 
Lathyrus 3aponrcu< 
Canavalra lrneato 
Rubia akane 
Paederia scandens v. marrtrma 
Bromus cathartrcus 
Lysrmachra maurrtrana 
Viola mandshurrca v bonrnens1s 

+ +. 2 
+ 2 I .3 

I .3 I. 3 －A
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+ 2 Inurr山氏1
+ Hamabossu 

Sedum oryzrfohum 
+ Atsubasumire 
+ Ta>togome 

Fundorte• Nishisonogi-hanto (1,7),Hachijo-jima (2,3,11), Jogasaki (4,5), Hacsushima (6,8), Mishima (9,10). 
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Photo 3. Euphorbietum jolkinii. 

イワタイ ゲキIr下集 （熱海 ・fJJ品〉

す。全体の環境は肥沃て、j@iJulて、あるが 丈の高L リ＼型草木が語、柴するのでj~下部の卜加は 11宣被

が1!¥I＇、く構成種数は10種以Fにすき、なL、。 オニヤブマオ群集は日本海沿岸において肢も高い

頻度で現れ，我々の調査資料も日本海に偏して 得られているが太平洋岸にも分布する。し

かし太平洋岸のうち関東周辺ではオニヤブマオ昨集の生ずべき環境の相当の部分をラセイ

タソウ昨集が奪っておりオニヤブマオ群集はやや稀な存在となっている。

ハマアザミ群集 （表 6)

Cirsium maritimum-Ass. ass. nov 

これまでに挙げた海崖の肥沃地に生ずる多年生昨治は｛1リれも陰湿な環境に主として生ず

るものであったが向｜場の場所にも多量の有機物を好む植物のJ「f¥1与が見られる。 これらの群

落は海崖に結びついて山現はするが，その本拠はむしろ岩1深海岸にある。 そのような岩際

海岸の多年草群務は北日本：では独自の極fJ'i組成を示さず砂正のIJ巴沃地に生ずる植物j［下落と

共通である。 砂丘と.£，＇（深海岸に共通の北｜二｜本の植物としてはハマベンケイ ，ハマハコベ，

エソオグノレマなどが挙げられる。 これに対して南日本では岩機海岸とうdlく結びついていて

砂浜にはほとんど見られぬ植物がある。 そのうち最も普遍的なものがハマアザミである。

その川訴は立地のコミの多少， 砂の多少などによってかなり様々であるがハマアザミの生

ずる他分の大半はハマアザミJl'f集として認識するのが便宜であろう ο

オイランアザミ群集 （表7)

Cirsium spinosum Ass. ass. nov 

九州南部から琉J求にかけてはハマアザミ昨集と同質の立地に大型のオイランアザミの生
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Tob. 10. Ubcrsichts七日b日Lle d巳rAcじE司i$ L巳tco pnn巳cps-GcsじlLch斗工仁巴n斗uf Ge GじCl!lードUst巴n.

fatcmisictca princc;os Miyawaki ct Okuda 1972 

1・il.ipcndulo-ArtemiS>ctalia montanac Ohba 1973 

Artcmisio-Polygonion sachalincnsis Miyawaki ct al 1968 

I = Scrophulaτia grayana-Aso. ass nova 

Farlugictalia japonicae ordo nova 

rarfugion japo叫 cacall － 日ova

2 = Anz巳lienjaponica-Ass ass. nova 

3 = Ang巴lienkeiskei-Ass. ass. nova 

4 = Bochmcna holosericea-Ass. ass nova 

5 = Boehmeri旦 pannosa-Ass ass nova 

6 = Cirsium mantimum-Ass. ass. nova 

7 = Cirswm sprnosum-Ass ass. nova 

8 = Euphorbia iolkinii-Aso ass nova 

2 J 4 6 

Zahl d. Aufnahmen. 7 17 11 17 12 
Kenna rt d. Ass.・
Scrophularia grayana Ezohinanousu t su bo 

Kennart d. Ass.: 
Angelica japonica I Hamaudo 
K色nnartd. Ase. 

Angelica keiskei Ashitaba 
Kennart d. Ass.' 
Boehmeria holosencea lI Omyabumao 

Kenna rt d. Ass.' 
Bochmeria pannosa Saikaiyabumao 

Kenna rt d. Ass.' 
Cirsium maritinum Hamaazam1 
Kennart d. Ass., 

Cirsium spinosum Oiranazami 
Kenna rt d. Ass.' 
Euphorbia jolkinii V Iwata,gek' 

K巴nnartend. Verbandes' 
Artemina montana 工II Oyomog~ 

Urtica platyphylla II Ezoirakusa 
Cirsium kamtsch品ticum 工 Chishimaa'a"" 
Coelopleurum lucidum 工 Ezoooshishiudo 

Geum macrophyllum 工 Karafutodaikonso 

lくennartend. Verbandes. 
Farfugium j aponicum II III III III IV Tsu,abuki 
Corydalis h巴terocarpavar japonica 工 工工 工工 Kikeman 
Corydalis h巴E巳rocarpavar heterocatpa ＋ 工 Tsukushikikeman 
Boehmecia bdoba 工工II 工 Rasei ta so 
Aster ageratoid色sv ovatus. f. ve r円ahs I Enoshimayomena 

Kennarten d Ordunung u. Klasseo 
Polygonum cuspidatum 工工 工I工 Itadori 

Artemsia princeps II II II工 Yomogi 

Rumex Japmncus 工 工 ＋ Gishigisln 

Brachypodium sylvaticum 工 工工 工 YamakamOJ cgusa 

Achyranthes faun巴1 工工 II ＋ Hin a tainokozuchi 

Aster ageratoides var ovaιu s I Nokongiku 

Houttuynca cordata I I Dokudami 

Viola glypoceras 工 Taclntsubosumir巴

Polygonum filiforme ＋ }liwhiki 

Lys;machia clethroides ＋ Oka toranoo 

Cirsium nipponicum var. comosum Iga'2ami 

Geranium thunbergii Gennosyok口

Athynum nipomcum Inuwarabi 

Oplismenus undulatifolws var. iapo口1CUS Ch'j 'mi 'asa 
Rubia akane Akane 

Aralia cordata Udo 

Son"ige Acten' 
Miscanthus sinensis 11 IV II v I Susuki 

Lysimach'a maun"ana 111 ＋ 工 I lfomabossu 

Calystegia soldanella 1 I I 11 II III Hamahirugao 

Sonchus oleraceus III I ＋ ＋ Nogeshi 

Tetragonia tetragonocdcs 工 I III Tsuruna 

Cyrtonium falcatum 工II II I Oniyabusロtetsu

Pittosporum tobira 工 I ＋ τ。bera
Commelina communis 11 ＋ II IIτsuyukusa 

Chrsanthemum paohcum ＋ ＋ III Isogiku 

Lathyrus japonicus ＋ 11 工 I llamaendo 

Rosa wichura<ana ［ ＋ I II T巴rihanoibara 

Carex oahuensis var robusta lL II Hcgesu g巴

Ampelopsis b r巴vipedunculata lI I I工 Nobudo 

Paederia scandens var. macrec 1工 工 工 Hekusokazura 

Asparagus schoberioides 工 II Kijikakushi 

τhalictrum m'nus var. hypoleucum I 工 Akikaramatsu 

F巳ucedanumpponicum I ＋ I Botanbofu 

Polygonum sentcco,um 工 Mamakonoshinnugu'

Ligusticum hultenii III トlarubatoki

Clematis ternuiflora I工 Senninso 

Crep>diastrum lane巴olatum II Hosobawadan 

u,a. 
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ずる群泌が存在する。 ハマアザミが茎の基音［）から分校してi憤にひろがるのに対してオイラ

ンアザミはあまり分校せず単茎直立的でj洋治：の形態はやや異なるが， オイランアザミとハ

マアザミは分類的に近縁でその立地の等質性からしてもオイランアザミの群訴はハマアザ

ミ群集の南方における代替群、jf;であるといえる。

イワタイゲキ群集 （表8)

Euphorhia jolkinii-Ass. ass目 nov.

イワタイゲキは本州中南部から琉球 ・台湾にかけて 分布する海岸植物でほとんど’日に岩

礁海岸に［ljえられて生ずる。最も一般には玄武岩， 集塊岩，｜径起サンゴ似（；の石灰岩などの岩

隙にほとんど単独で塊状の群落を形成する。 その環境は必ずしも豊養とはいえず，むしろ

有機質に乏しい場所であることも多い。 しかし ヅJイワタイゲキは岩｛深海岸のゴミの打じ

げの多い部分にも集塊を成して生じており， その状態は先に述べた諸群集と大きな差異が

認められない。 イワ夕イゲキL午7仇に，it＼＇在｜杓に共右 てする他物は無く，またイワ夕イゲキが他

のI下治l一｜

かとしても， それがハマアザミ群集などと同 ーの上j凶作治単位に所属jすべきものか否かは

疑問の余地が多い。 しかしその習性を観察すると磯に生ずる各種の植物群落のうち最も頒

縁の近いものとして前述のIJ巴沃環境の多年草群落が挙げられる。

その他の群落

以上に挙げたほかに俄のIJ巴沃地または比較的富養な環境に生ずる1？判定は存在する。タljえ

ばエチコトラノオ， トウテイラン， ワカサハマギク，サンインギク，オキノアブラギクな

どを合む併1？；である。 これらは一般にススキと共存して海岸付近の斜「「｜｜に幅狭い草原とし

て生じている。 しかしイソギク，ンオギクなどのように、jd崖の海に薗 1 !1 1 した強L 、 lf,l水のJI ~

沫を浴びるような所にはほとんど生ぜず， それよりも一歩退いた内陸側に生じているのが

普通である。一方内陸深くにも見出されないのが一般で，いわば海崖草原と内陸草原の移

行帯または両者の空隙に遺存的な 1[1市の狭L、H下落を存続させているように見える。 これはイ

ソギク， ハマナデシコなどを第一級のめよ）＝ド（または淘it’〉植物とするならば第二級の海岸

植物であって，明確なニッチェを獲得していない状態とも表現できょう 。 この第二級の海

崖草原については別に報告する予定である。 それら群落は豊養環境にも生ずるがその中心

的環境はι｜一l性的な所にあり樋類組成からしてもIJ巴沃環境の先駆的群落とは 異った存在であ

る。

ハマユウも岩礁海岸に多く車：養環境をPfむことは明らかであるがその分布域が極めて広
い上に砂浜にも稀でなく見出される。何れにしても我々が現在までに得たハマユウ併寄与の

資料はあ〈もゴ、ないので更に資料を加えて別途報告したL、。 南日本には浜と磯に共通の好望

養多年草J伴落がハマユウの他にもいくつか見られる。例えばキダチハマクeルマなどがその

例であるが， このような分布域が東南アジアに拡がっているものについてはその北端にさ｜

る日本だけの資料では1f'(治分知などを論ずることができないのでこれも後11を期したL、。

群落分類上の位置

木版で記録した各群集のうち本州i:[:i{'i[5J.-;J、；｜ヒから 北海道にかけて夏緑林市に主として分布

するエゾヒナノウスツボJi干集はオオヨモギ， エゾイラクサなどの日本の 夏緑林市のすそ
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（そで）H'下落の極~Ffが許J ＇、 ：pw立で出現するのでアカソ オオヨモギJ伴築などと Jlにオオ ヨモ

ギオオイタドリ Jrll寸｜に所属せしめるのが白 ，~主であろう n

ハマアザミ群集，オイランアザミ群集，オ ニヤプ7 オJ洋集， ラセイタソウ／ff治，ハマウ

ドH下集， アシタパ1作集についてみると そのすべてに出現する砲としてススキ とツワブキが

あるの ススキはススキj伴納lに重点のある種であるが二次林，伐採跡地など明るくて過滞で

ない環境には極めて広く分布するのでス スキの，伴伐のみをも ってこれらのm集をスス キj伴
綱に収平等することはできなL、。ススキ，ツワブキについてー頻度の高い陀としてはイタドリ，

ヨモギ， イノコズチなどがあるの これらの純はIJ目沃林縁や多年生苧本を i二とする先駆俳誌

即ちヨモギ群綱に結びついた陀である。 上記の5l作集の生態的特質，即ち）！巴沃な開放環境

における先駆的多年平昨訟であるという点でー致している。 放に孜々はハマアザミ 昨集，

オイランアザミ群集，オニヤフマオ群集， ハマウドJ洋集をヨモギJ伴綱に所属するものと考

える。 Fl本のヨモギjf(：綱のj作部分知体系については別に報告を用意しているのでここには

触れないが， 上記51洋集はヨ モギ群綱の何れのJ作｜引にも含め得られないので，ここでツワ

ブ キを標徴種とするツワブキ Hr問およ びツワブキ i作 1~1 を J定案したいの J作目 I, iff Idの標徴極

となり うるものとしては更にキケマンがあるがキケマンの習性には1W1不明の点があり史に

検討を濯するの イワタ イゲキ群集はその最もー般的な植分においてほとんど純Jr.t泌を形成

し， l/!J'として隣擁する海出草原 （イ ソギクーハチジョウ ススキjff集のような）から由来 し

た陀’支が若干発芽生育することが認められるがこれは単なる隣按効果であ って， これによ

ってイワタイゲキ昨集 を海産草原のJr日可（ワダンーイソギクli'f.綱〉に所属せしめることはで

きない。 ここでは肥沃な岩J珠海岸における観祭例などを基lこツ ワブキ1rr:1す｜に仮に所属せし

めておく つ 或は独立のl~下問となすべきも のかもうれれなL、
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丹沢山塊中津川中流域の樹幹着生植物群落について

フ、'II
1'1 ;!,J<: 

Studies on the Epiphytic Communities on the Trunks 

along the Nakatsu River System, the Tanzawa 

Mountains, Kanagawa Prefecture 

To.shiya OrzuRu 

Summary 

The Present papar is dealing with the epiphytic community along the Nakatsu 

River・System in the north western corner of Kanagawa Prefecture (Lat. 35° 30' 

N., Long. 139° 10’E., See Fig. 2). The underlying rocks in the area treated is 
composed mainly of green tuff. and the area is altitudinally about 200-300111 above 

sea level. The for巴stin the area is of broad-leaved, deciduous trees among which 

are Euρteleaρolyandγa, Quercus serrata, Zelkova Serrata, 

For the analysis of the epiphytic communities, sp巴cialattention was paid to 

make clear the difference of communities caused by the differ巴nceof sp巴ciesof 

trees, trunk-hight, etc. The epiphytic communities developed on 13 species of 

trees were comprised of a total 47 species, among which 15 species of hepatics, 

20 species of mosses, 7 species of lichens were common. 

The epiphytic communities in the area treated were classified into the following 

communities and subcomminities. These communities and subcommunities are 

different by the position at the trunk, as follows: 

A. Trunk base (0-I.5m high): considerably shaded portion of trunk. 

I. Leucobryum neilgherrense comm 

Exposure, NE 

2. Metzgeria deciPiens一一Dolicho押iitri。ρsisdiversifo抑制 Scomm. 
Exposure, NE 

3. Taxiρhyllum taxirameum一一一Hyρnumsp. comm. 

Exposure , NE 

B. The lower portion of trunk (1 4. 8 m height) 

This portion is exposed to a moist wind and solar radiation 

4. Clastbryella !rnsatsuensis comm. 

4a. Leρraria sp.一一－Trenteρholiaaurea subcomrn. 
Exposure; NE, N, NW, S, SW, W 

4b. Entodon challengeri- Plagiochila acanthoρhylla subsp. jaρonica sub-

com町1.
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Fig. 1 調査地域の航空写真

Aerial vi巴w of the investigated area. 
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Exposure; NE, N, NW  

4c. Pαrmelia subaurulenta subcomm. 

Exposure; NE, N, S, SW，羽f

4cl. Hajウlohymeniumtη＇ste subcomm. 

Exposure ; NE, NW  

4e. Cololejeunea longifolia subcomm. 

Exposure, NE 

Community at dry site of Trunk base with full sun. 

5. Graρhis sp. ( C. scriρts) comm 

Exposure, NE, SE, S 

In Table 1. the floristic composition of th巴secommunities and subcommunities 

is presented. 

1. はじめに

著者は前報で神奈川県の凶端， 丹沢山塊の西！ti），三保 ｜封一附地域の地上，カヤブキ屋根

上の蘇~rnw下落の調査 を実施し，その種類組成の一端 を報告し たが， 丹沢ダム古111造成工事

の進捗にf'I’い，樹幹着生1W1告の調査を途中で断念せざるを得なかった (1976）。木報告は丹

沢山塊において前調斉地と同海抜高で， 植＇：I三の近似した l「1津川，－1-1流域の着生l1M制作法相を

取り扱ったものである。

わが国における着生植物川端のW1＇析は， これまで岩月，）］附［） (1960）っ に｜二I囚 (1962）。手

塚〔1964）などによりいくつかの報告がなされているが， これらの諸報告で取り扱われて

いるのは， 主としてブナ林，針葉樹林などないしは南日本に発達するカ シ林なとであった。

関東地方の低1-Li帯に発達するJ1賀県林内の着生植物群落のliJfi！析は， これまでほとんど手がつ

けられない現状である。

本研究は1976年4月から1978{1＇二2月迄に， Ji沢ii｜ ；り~の ]lj~ ，·！，J） 中津川＇－I ＇流域の河床を主に，

樹幹に着生する蘇苔fJ'i,地衣知， 維管束植物な どの種J'.l~組成を明らかにするとともに ， 着

生基物（樹木〉と着生植物の相互関係に着｜｜し， 樹幹部の高さや，方位による着生植物群

落の種類組成を明らかにしたの

調査にあた り， 国立科学問物館植物liH究hll，井上浩同士には研究全般にわたり御指導い

ただいた 。 ！！~i：知，地衣類の同定に当 っ て御助 プ」いただいた服部植物研究所， 宕月善之助i専

土，匡｜立科学博物館植物研究部，柏谷博之 Jr.I，＼士に厚く御礼申し上げる。 また国ェ：f品科学｜専物

館，手塚｜決男事業部長から野外調査について助言をたまわった。 当館高橋秀男l二任学芸員

に縫管束植物の同定を， 大場達之主任学工；員には植生に関して終始御教示と激励をいただ

いた。以」この方々に感謝の忠を表します。

2. 調査地域の概況

地形

調査地域は，神奈川県の北西部， 愛I干1't/j）宮ケ湘から半原、に至るlド津川！のに｜二i流域で， 東経

139°10＇， 棋高約200～300mの低山地である（Fig.1, 2）。中津川は丹沢山系の E稜丹沢山

(1567m）より発し， 厚木市元lllJて”相模川と介流する流長40kmの川であるのr=J=r津川の上流と
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Fig. 2 調査地域の概略図 ×調査地点

Maps showing the investigated area. 

いで多L、。一般的に太＇ I正洋側は気温が
x Sample plots 

上昇する 7・8月は，｜浄水尾が6月より少いが， 7月に秦野215mm, :j＇原302mmとともに 6
月より降水量が増加している（二宮の降水量は6月が7・8月よりも多Lつ。

植生

[A] 仁｜ごI津渓谷付近の河床；ti）の植ι｜ーは ， フサザクラータマアジサイH下集にまとめられて

し、る。河辺林は崩壊上砂のlfl積により 3 部分的に絶えず他生の更新が行なわれているため
樹令が若く，胸高直徳10～2ocmの細木が多い。 フサザクラやヤマハンノキなどの低木屑及

び草木！留には， モミジイチゴ，ウ ツギ， ニシキウ ツギ，ヤマボウシなど版めて多数の構成

極から成ってL、る（Fig.6）。

〔B〕 段丘上は一部が畑とな り， 段11－.上の樹木は， 着~l二川浩：の発達が極めて悪L 、。

〔C〕 段丘上部から山IJ反にかけては， スギ植林地となり，スギが多く 自然林は河床を除

いて少ない。一言I）にカ シ矧（シラカシ，アラカシ，ウラ ジロガシ〉の残存木があることか

ら全休はJliR荒林帯に入るものと考えられる（Fig.7λ 

3 調 査 方法

方形粋の大きさは，20×20cm(0.02nl〕とし， 各方形枠に出現したすべての着生他物を

Braun-Blanquet Jょにより被度を礼llJ主L＇した 。

方形~~＇.の設定は次の製領で実施 し た 。
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Fig. 3 中津川l流域の景品）（
A view of the fo1 est of th巴 basinof the River Nakatsu. 20 Octob巴1 1977. 

1. 愛JlilllJ石小屋から 1f1津川に沿って，土山i時に至る約8kmと， 古ケ瀬馬場の中津川上

流500m付近から上流域へ約 1km地点迄を，それぞれ900mf'l¥il制に区切り， 調査地点13区を

設置した吋集誌の密集している馬場は， 人為的な影響が・:15・えられるので今厄｜の調査から除

いた。

2. 1～13区ごとに着生植物の多く見られる樹木を選定し， 調査部位は樹幹基部，樹幹

部とに分けて）j形枠を設置した（Fig.8) o HiJ1日常flには着~Lが凡られないので出l査対象から

除外した η 調査察に樹高，胸高直後，着生）JI九着生；111位迄の高さ及び着生1Wiの11H＆状況
をスケッチして， 東西南北の着生量と種名を記録した。河床の樹木l心 、ずれも樹令が若く，

胸高直径5cmから最大で＇・45cmてヂある。方形枠内で多数の種が混在する時は，総べて原本と

して研究室に持ち帰り，荷主！の検討などを行なった。 調杏のために収集した蘇苔類，地衣

JJ'iは楳本として本館に収めてある勺

4.調査結果

今川の訓有資料l:J:r;E!J1.¥i:衣の比較によって，I）；のようなii'ii仰こ区分された（Table1)0 

iff 治

A 樹幹基部（0 -1 m) 

1. Leucobryum nei!gherrense 1i・Pi会

Leucobryum neilgherrenseを識別種とし 3 共存する胞は，Brotherellahenonii, 

Rhynchostegiumρallidifolium, Loρhocolea minor, Brachythecium coreanum 

65 
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Nnknt>u river 

時ー－ 200 m －＂＇＞， モ一一ーーーーーー一一一←←

Fig, 4 調査地域の植生断面図

600 m 

River Nakatsu. 

Idealized cross section of the basin of the 
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Fig. 5 神奈川県の温度と降水量（1967～1977〕

The temperature and precipitation. at Kanagawa Pref. 
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な とからなる群稀である 。 愛巾~l1 1 ,f.J小屋付近の l1-1津川の河床じi'il）から中肢にかけて， ス

ギとハリ エンジュの胸高直径20～35仰の樹幹基部で認められたが， この群治は一般には，

スギの樹幹基音llにおいて最もよく発達 している。 スギの樹幹＆一部には， Trenteρholia 

aurea （スミレモ〉や， Leρrariasp.が樹幹じ白llから基音llにかけて広範囲に出現するが，

ハリエンジュの樹幹では見られなL、。 これは主として樹皮の物理！的及び化学的な性質の相

違に起因しているものと思われる。著者の経験によれば，上記のJ洋治はねが｜主｜のスギ植林

地や照葉樹林の樹幹基自15でふつうに見られる。

2. Metzg・eria decz・ρiens -Dolichomitrioρsis diversiformi S群落

M etzgeria deciρiens, Dolichomitrioρsis diveァsiformisを識別種としてP Lejeu-

nea jaρonica, Plagiochila acanthophylla subsp. jaρonica などの共存する種か

らなる。本調査地域ではこのJ作約の例はわずかで，河床およびその近くのケヤキ，オニグ

ノレミの樹幹上に見られた。

d1川村落合の胸高直径45mのケヤキの樹幹基（fl）に着生が見られ， 着生方向は北東証LIに80

%，北凶面に15%，北東山に多く着生している。 この俳誌は薄いが大きなマッ トを形成し

ている。 ケヤキの樹幹上部は ｜二｜光の直射をかなり 長時間受けてHi/幹部は乾燥何(li'1JIこある

が，樹幹基部は低木層によりかなり直射がさえぎられ，やや出った立地である。

百ヶi1flの河床林のケヤキ以外の樹幹では， 胸高直係25mのオニグノレミ の樹幹基向llにおい

て Clastobryella!?usatsuensisと， Brotherellahenoniz・のマッ トに混在しているの

が認められた。

3. Taxiρhyllum taxirameum-Hyρnum tristo viride Hr!~ 

Fig. 6 "i＂津渓谷のフサザクラ ータマアジサイj昨集
Eu pt el ea戸olyandra一一－Hydrangeainvolucrata Ass. at Nakatsu Valley. 20 October 
1977. 
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Taxi_bhyllum taxirameumと Hyρnumtristo virideを識別何lとして，！吹：イ）する胞

は Sematoβhyllumsubhumile subsp. jaJうonicum,Frullania tamarisciからなる

Ji引がである内

1 J1 i:J~川沿いの河床u'.IT を 1 J ·1心に，ヤマハン ノ キ，コ ナラ ， オニグノレミの北東而に散在した

J「（＇f会をJI三！＆する。

Taxiρhy!lum taxirameum は， ;"f i副本 卜の口｜駐のY；上や地 ｜ーに光沢のあるti'i*tk～制

色の薄いマットを作る砲であり，厳密なぷ味では樹幹着＇.:l:.J!fiとは言えない。

Hyρnum tristo-viride は山地の樹幹仁や腐木，まれに持上にマットを作ることもある

ので，樹幹着生傾向のある柿といえる。 じ：己の計、「治：は地！ と｜ユから払］ •l咋着~I三への移行過f！， ~の

Jr下j会と考えられる。

このm1併に近似したものとして葛Lil(1969）は二重県多j立神社の境内でツブラジイのわ
本樹幹一｜で Taxiρhy!lumtaxirameum, Faurie!la tenuisからなるjff落を記述してい

る 。 著者 (1977）は， 11 11 1 リ I~徳山市長総村駄床谷のミズナラの樹幹卜計JIにおいて Hyρnum

tristo-virideと Brothere!lahenoniiを見L、山したのこの二つのWI'it；はともに Tαxi・

ρhyllum taxirameum-Hyρnunz tristo-viride J:fi；＇；：こ近似したm治と考えられる η
B tM幹；＇；・J)( 1 L!. 8m) 

Ll. Clastobrye!la kusatsuensis H'i＇’治
Clastobryelta !?usatsuens』・sを低占極として樹幹部に広範IHIにわたり着生する1拡大の

H-'(：絡であるの服務総成去の比較分析から， 5亜j洋j誌に｜五分した。 このj伴、抗で生育がlifi；認さ

れた相は， .fh.1矧15租， 戸川'112砲，J也.｛＜）な＇i6 fffi，佐官リj+11＇！物 2EE, ;J:;J<iHJ'i 1 Hi，菌知2H:,

Fig. 7 宮ケi頼のスギ造林地
Cryρtome1’ia jaρonica plantation at Miyagase. 2つOctober1977 
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← N 
5 

Trunk 

Fig. 8 樹幹位置と着生群落
Position of epiphytic communities 

on trunk. 

介計38種である。樹幹法古13着生植物の出現数17種と比較すると21利も多い（Table2）。

4a. Leρraria sp. - Trenteρholia aurea亜j洋治

Lepraria sp.と Trenteρholiaαurea を識別:flfiとする亜Jr下訴である。共存する杭

として Clyρhomitriumhumillimum, Herzogiella Jうeァrobustaが認められた。上記H下

部から蘇士l~i6種，苔知1穐，地衣知3種，合計11種が臨認された。スギの樹幹基｛fllから樹幹

ード仰の高さ 5m付ー近まで，白灰色の Leprariasp.とだいだい色を1Wびた Trenteρholia

a ureaが連続した広範囲な群落を形成するの著者の経験によると，やや溜ったスギの植林

士山において樹幹部で多 くの着生が見られた。

~l=. 11.\l (1976）は岩国において昨（ j~~の集積した屋根瓦上で， ｛也有iに先がけてLL:現するのが

Leρraria sp.であると記述している。 中津川中流域のスギの樹幹においても， 態；撲が付

着していると ころに Lゆrariasp.がまず出現し，やや減った樹幹部にスミレモの着生が

見られるつ ヒ記i「同協からl(¥fi類6臨，首煩1極，i白衣xi'i3極，藻類l間，合計llFuが確認さ

れた。

4b. Entodon chαllengeri－一一Plagiochilaacanthoρhylla subsρ. jaρonica亜

:/l'P五
Entodon challengeri, Plagiochila acanthoρhylla subsρ. jaρonicaを識別種と

し， 共存する胞としては，Brotherellahenoniiからなる。オニグルミ ，ハリエンジュ，

コナラ，スギ，ヤマハンノキ，ケヤキ，フサザクラ，クマノミズキ， ソメイヨシノなど多

陀の樹幹に着生していることから，特定の樹柿を選ばないものと思われる。 仏M宇基部から

樹幹下向13約4mにわたり断片的ではあるが，jム：l自開に着生が見られる。 特に清川村7高合の

胸高50cmのケヤキのか［幹において， 上 ド方向に長さ 4mの連続した大き なマットを形成し

ているのが観祭された。着生方向は北東面779ぢ，北西面18%，北iTI:i9%で， 北東日目に多く

着生する傾向が認められた。このJr下落では蘇知11穐， 子Hl'I9類，地衣頒 1種， 菌類2種，

合計23極の着生が確認されている。Clastobryellakusatsuensis群落ではも っとも多駐

の構成種からなる亜Jr下稀である。

4c. Parmelia subaurulenta亜1i行為

69 
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1 t"('('!': 
Cj 11p Zs Ah Qs Ja Cp Cb Qo M Tn 

J Leucouryum uei lghen enso comm. 

こ Mc <zg• i u dcci pi ens ーーーー－ Dolichomi triopsi s d ive • si fo""'' 
J. Taxiphyllum l ""umcum - Hypnum sp comm. 

1,1, Cntodoo chd lcooc<i - Ploo,ochdu acanlhophylb sc• l,s p ・ Juponi ca 

I，「？な＇ mclia 宍uhuU『ulcnta sc•l1comm. 
ち Gruph"S op co出m

/"' Lcp • a• i u sp ーーーー Trcotcphoha ＇＇＂《 U ,<;ulJcomm. 
'•c. Cololcjcunca longi foliu subcomm. 
lul llaplohymcnl um t< istc suhcomm ・ 

Table 2 着生群落と樹種との関係
Corelation between epiphytic communities and tree species. 

Parme!ia subaurulentaを識別種とし，共存する種としては， Clyρhomitriumhu-

millimum, Parmelia clavulifera, Brotherella henoniiである。

スギ，アラカシ，コナラ，ケヤキ， クマ ノミズキの樹幹部 1.5mから上方へ 3mほどの

範囲で断続的な小群落が発達している。着生方向は北東面38%，北西面25%，東，西面と

南面にそれぞれ13%ずつ着生が見られる。

Parmelia subaurulentaは Clastobryellakusatsuensisや Brotherellahenonii 

などの蘇類のクッション上に生育が見られる。 上記の Parmeliasubaurulentα と P.

clavu!iferaの二種は陽光の当る乾燥面でしばしば着生が認められる。樹幹上に生育する

地衣類は種々の環境条件の「ちで光量と水分が群落の形成に重要であるが， 一般には陽生

な地衣類の；場合湿度以、上に受光量に支配される傾向がある。

時田，葛111(1974）は，大津市の着生群落と天気汚染に関する報告で， Clastobηell a 

kusatsuensz・sと， Clyρhomitrium humillimum は大気汚染に比較的強い種でに｜コ程度

汚染地区の指標になり，また Entodonchallengeri, Parmelia cfαvuliferaは弱度汚

染地区で， 大気汚染の影響がわずかに認められるところの指標になると記述している。

4d. Haρ!ohymenium tri ste亜群務

Haρlohymenium tristeを識別種として Lejeunea ulici na, Brat herell a henonii 

N N 

50 100 % 50 JOO' 

4 ＂＇只 Cubeyo! b kus口lsuensis cu1Tli7l 5 Grnplm叩（ G scclpC., ) cc~＂ 

Fig. 9 4・5:fl平落の着生方位と着生率
Corelation b巴tweendirection and coverag巴 ofcommunity 4 and 5. 
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を含む。

スギ，アラカ シ，コナラ，ケヤキ， クマノミ スギの樹幹下部1.5～3mにかけて着生が

見られる。どの着生基物（樹木〉上においても，方位に関係な く着生が認められ Haplo-

hymenium tristeは，Clastobγyellakusatsuensisよりもさらに乾燥した面に着生す

る傾向が見られる。

Lejeunea ulicinaは超小型の喜子類で，Clastobη1ellakusatsuensisや他の大型蘇

頒の基部に断片的lこ Jl~ 、出される 。

4e. Cololejeunea longi・folia亜群治：

Cotolejeunea longザoliαを識別種として， Brotherella henonii, Lejeuneαja-

ρonica からなる群務：である。中津渓谷河床の多湿なオニクソレミ， スギの樹幹の基部から

樹幹下部約1.5mの高さにかけての北東面に多く着生が見られる。

Cololejeunea longifoliaは小型な苔類であるが，樹幹に多量に着生する傾向がある

ので本種を見い出すことは容易である。

5. Grαρhis sp. ( G. sen°）うta〕群訟：

本群落は受光量が大きく ， ~·j~·に乾燥した樹幹に発達す る傾向が見られる 。地衣頒の Graρ－

his scriρta, Graρhis sp.を識別種とする群落である。好陽性の蘇類の Clyρhomitrium

humillimumや地衣類の Parmeliaclavuliferaなどと混在することが多L、。この亜群

孫において蘇類3極，苔類2種，地衣類3種，合計8種の着生が認められる。

オニ グルマ， コナラ，フサザクラ，ニセアカ シア， クマノミズキ， アカメガ シワのや対車？

基部から樹幹下&fll2. 5mにかけての，南西面に67%の着生が見られる （Fig.9）。

5. おわりに

今回の調査結果から樹幹着生群落は，主として樹幹の方位に関連し，Jiiに面しているか

否かはほとんど関係のないことがわかった。

Graρhis sp.群務を除いたいずれの11下落においても北東面が着生数と着生量が多い傾

向を示していることは， 樹幹部の受ける日照時聞が北東面が最も少な く， 一定量の湿度が

保たれやすいことによるものと思われる。

ブナ滑からハイ マツ帯に至る着生植物群務は， 低山地の群落に比較してかなり多くの報

告が出ているが， 今回の調査地のような照葉林帝上i51lについては資料が乏しく， 広域の比

較は現段階では行ない得ないので群落単位の決定は将来に待ちたL、。

この地に巨大な貯水池を建設する計画があるが， その是非はと もかく ，まず現在のこの

地域における自然環境を正確に記録しておく ことが必要ではなかろうか。着生植物は環境

条件の変化に対して極めて鋭敏である。 この点からも着生群落の現状を詳細に把握してお

くことは，将来この地の開発や保全を考える上の重要な基礎となるものと考えられる。
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Explanation of Plate 1 

Fig. 1 1. Leucobryum neilgheri ense comm. Cj, 0. 5 m, NE 

Fig. 2 4a. Leρrat’ia sp. Trente戸holiaaurea subcomm. Ci, 1. sm, NW  

Fig. 3 : 4b. Eηtodon challengeri Plagiochila acantho戸hyllasubsp. jaJうonicasubcomm. Zs, 

2. 5m, NE 

Fig. 4 . 4c Parmelia subaurulenta subcomrn. Qs, 1. 5m, N 

Fig. 5 : 4cl. Hiαρlohymenium triste subcomm. Zs, 1. Sm, NW  

Fig. 6 : 5. Ciαρhis sp. (C. senρta) comm. Rp, 1. Sm, SE 



e
 
n
 

剖n
 
e
 
s
 
e
 
n
 
a
 

n
M
E
 a
 

rlu 

胃

A
勺

f
司

i
n
u
ζ
J
M
W

、dFhノ
η6

7

7

3

・
5

M

l

可ム

n
u
q
J
’uτ
ロ
ノ
に
ノ

w
w
D‘
qJqG

7

1

2

・
5

E

n4 

9
1
1
5
0
w
b
8
1
 

rb

勺

J
－
cupi》

内

4

8
5
6
0
0
5
S
0
1
 

6

1

J

3

・

Q
q
J

nJ白

7
3
0
0
0
E
P
5
1
 

6

ι

3

・
5

R

I

内

4

6

1

3

5

5

5

a

5

3

 

ru

ワ＆

n4

・

7Jn4

nU 

5
8
3
0
5
w
S
5
1
 

6

6

3

・
5

Q

2

ηdH 

’h宅

3
5
0
5
W
P
5
3

6

1
を

2

・
5

E

3

1
 

1
J
Q
J
f
b
p〉
に
ノ

w
a
Rノ
2

r
b
n
J
b
－

qM
守

J
qJ

τム

2
6
5
0
5
w
s
0
2
 

ζ
U
R
J
q
J
－
q》
門
司
、

4

つ－

I
Q
U
G
J
R
J
R
J
E
a
ラ
3

r
o
r
o
n
4

・
M川

YJU
BA

1
 

0
1
2
5
5
E
a
5
ι
 

6

5

2

・
N

J
も

1
 

9
1
3
0
7
E
J
0
2
 

5

1
’包

3

・
N

C

5

ー

ロ
υ

。。，性宍
J
Q
U
P山

a
R
J
t仏
T

R
J
r
b
2

・N
J

3

0
 

7
i
ι
o
D
E
s
o
ι
 

5

ラ
3

・
N
Q

3

内

4

r
o
1
6
0
8
W
S
5
3
 

にノ

EA
内ノU
J
μ

・－
M

円ハ】司・
ι・

’μ
－
 

R
J
k
o
l
o
o
w
n
5
ι
 

5

5

2

性・

N

T

3

内
J
臼

ι
ι
8
5
0
E
f
5
3
 

5

1
3

・
N

A

5

qG 

q
J
r
b
R
U
O
R
J
E
s
o
’hT 

5

6

3

・
N

Q
う

内
6

2

6
1
5
0
E
9
5
3
 

ラ

3

2

・N
Q
ι

守
J

I
3
ι
0
5
E
P
O
主

〈
ノ

t
u
a
2

・
N

E

5

可

i

O
2
2
0
8
E
S
0
1
 

5

6

g

・
Z

Z

J

1
 

9
R
J
3
0
0
E
a
o
－－
 

’
句
、
J
iせ
－
qMTJ
『

f

q

‘J 

8
弓

5
0
0
E
S
0
2

五

3

3

・

Q

Rノ

、

qju

7
1
1
0
8
E
J
5
3
 

1
－
2

2

・
N

C
3

nU 

6
3
3
5
5
N
P
0
2
 

ι

1

2

・
E

5

円
G

R
J
l
2
5
0
E
b
o
’斗

ι

3

・
N

C

8

内
J
臼

’h
T
1
7
5
0
E
J
0
3
 

・句、
4

1

’
・
M刊

PιMRJ

内

6

3
1
2
0
5
E
s
o
ι
 

ι

2

5

・

z
rb

i
 

z
－

0
0
0
E
J
5
3
 

’ιτ

内

Jh
つ－－
M
門

戸

し

nd

内

4

I
R
J
7
門

V
O
W
S
う

qJ

’
峰
、
J
q
J

・

nw
’h宅

内

4

0
6
2
5
0
W
9
5
2
 

’処

qJn0

・
CM
門
司

qJ 

9
1
9
ラ

O
W

J
5

2

1ノ
ES
’性、
J
－

QMFU
フ
u

内

du

aU
づ’’

7tRJphJCM
司

JWRJnd

qJ

EA
1
J

・

p’w

円
6

7

9

2
ラ
5
E
y
o
ι

3

l

ι

・
N

P

6

1
 

6

1

’住吉
B

E

b
ラ

3

3

3

－

N

C

3

 

ハυ

ラ
6
7
5
0
E
3
0
2

内‘J
R
J
n
d
－
M円

Pい
司

fa

qG 

’UT
Eム
ロ

U
Eノ
nupb1lu
に
ノ

nJ
－

3
1

’怯
3

・
N
C
RJ

nd 

1
・住

l
o

o

E

P

0

3

内‘J

’hu
’hy

・
Mwnn
勺

r

ι
 

2
ι
5
5
0
E
P
5
5
 

3

1

2

・
N
E
ι

市
よ

1
9
8
5
0
E
s
o
ι
 

1J

つ白’住

－M
円7
白
QU

’斗
・

0
9
9
5
5
N
a
0
6
 

q
J
Tム内
6

・

τd
句，

e

nd
－
 

9
9
5
5
0
E
a
0
5
 

2

2

・
N

J

7

q
L
 

Q
U
Q
U
づ
，
円

U
円

U
M
w
p－
nu
’u宅

内

4
r
b
q
J

・
M円

DUζ
ノ

nJ臼

フ’ム時
A
r
O
R
J
o
w
h
R
J
q
J

2

ι

2

・
N

A

6

1
 

6
8
6
5
5
E
3
5
2
 

η
6
f
o
nd－
－
Mwpi》

qJ

i
 

pヲ
5
9
0
8
E
5
5
品

2

3

3

・
N
Q
ι

。

ι
9
9
5
8
w
a
O
も

q
G
n
J白内
4
M
N
y
d
q
J
U

o
 

q
J
R
J
8
0
b
E
S
R
J
q
J
 

2

3

3

T

N

Q

6

 

2

3
己

O

b

E

P

5

3

2

ι

3

T

N

R

5

 

1
1
3
2
b
E
a
o
j
u
τ
 

2

ラ

1

T

N

J

7

10 11 12 l J lι15 16 l 7 18 19 20 

2ι6  7 8 10 6 11 l 6 J 

10 70 27 16 65 2ι60 8 50 ・58 ら1

35 JOι0 35、25 15 2 5 J 5 2 5 2 5 20 
Tb l・5品.82.5 2.0 2.0 o.8 o.8 2.5 2.0 2・5
NE NE S N W NW NE NE NW SW W 

Qs Cj Qs Cj Cj Cj Cj Cj Cj Cj Cj 

35 55 20ι5 50 70 55ιララ5 70ι5 
J J 2ι2  J JιιJ  2 

9
5
ι
o
b
E
a
o
－－
 

qJ2uτ
小ム

M川

ydoo

8
6
6
0
b
E
5
0
3
 

5

3

T

N

Q

7

 

7

’h
T
7
5
b
E
h
0
2
 

’斗ゐ
nd
巾ム
M

円
AA
’怯

5 6 
9 2 
JO・ 11 

ι5 品。
Tb 0.8 

NE NW 

Zs is 
70 15 

3ι  

ι
1
9
5
b
E
3
0
3
 

盲目晶

qJ
小
ム

M
円

P
し

勺

r

qJ
司
ム

qJ
nv
－b
p白

D‘
弓

Jηtu

2

T

N

R

3

 

2
ζ
u
q
J
R
J
b
E
J
O
’uτ 

RJ
内

G
午ゐ

M刊

puoo

百ムハ
u
c
J
n
v
h
u
p位
『

d
n
u
内、J

市田
晶

丹

G
q
J
小ム

M円

PLV
勺

r

Record number: 

Locality number' 

Quadrate number' 
Breast height (cm ) 
Height (m ) 

Exposure 

'Trees. 
Epiphytes, total caverQe ( 7. ) ・ 
Number of species・ 

. Hosobaokinagoke 

. Himehutamatagoke 

. Kokusagoke 

• Noki shinobu 
. Teikakazura 

2 

2 J 2 

－
nG
胃

A

－－

－
内必内
td

・・

2 nd

・
・
・

・

nd

・
・
・
・

Leucobryum neilgherrense 

Metzgeria decipiens 

Dolichomitriopsis diversiform工S
Polypodium thunbergエanum 
Trachelospermum asiaticum 

’uτ
－

nd 

2 

2 

2 Taxiphyllum taxirameum 
Hypnum tristo-viride 

Sematophyllum subhumile subsp・Japonicum 

Kyarahagoke 

Itohaigoke 

Nagahashigoke 

. Komothii togoke 

. Hi rohatsuyagoke 

. Kohanegoke 

• Niseutェkiumenokigoke
. Sayagoke 

. Kokayagoke 

. Iwai togoke 

. Himekusarigoke 

qJ

・
・
・
・

・・冒ム

J 

l 

円6

・・

・・

・
・内
6

内G

・
・
・
・
・
内
6

・

句、J

・・

・
・・

nd

・

3

・・

・
・
・

2

・

2 

J 

勺
6

・
・
・
・
・
、
J

・

J qJ

・
・
・
・

2A

・・

J qJ

・
・
・

・
・
・
・

2 2 

1 

3

・
・
1

・・

・・

内6

・
・
EA

－
－
－
－

qJ

・
・’
i

・
・
・

・

34

・・

q’uqG

・
・
・

－
－
－

qJ

・
・
・
・

2 

2 

J 

z
・
・
1

・
・
・
・

qJ
内4

・
24
つ白・

・・

l 

2 
門
J
臼

司

A

・
・・

・
・
・

q
J
q＆可ム・

・
・
・
・

qJ
門4

・
・
・

・

．． 

2
q
J

・・

・

．．． 

qJ
可
ム
・
・
・
・
・
・

qJn4

・
・
・
・

．． 

J 

2 

J 
2 

ηι

・内
6

・
・
・
・
・

ーム
qo
q
4

・
・
・

・・

－
qJη6

・・

・
・
・

－
qJ

・
・
・
守
J

・
・

円必門
4

・
・
・
・

・・

内6

・
・
・

・
・
・
・

門4

・
・
・
・
・
・

・

2 内ι

．．． 
、i

・
・
・

内4
・
・
・

n4

・
・
・

2 

・・

・
・
・
内
6

・・

Clastobryella kusatsuens1 s 

Ent。donchallengerエ
Plagiochi la acanthophylla subsp・Japonica 
Parmelia subaurulenta 
Glyphomi trium humillim山n

Rhynchostegi um palli di foli山n

Haplohymeni山ntriste 

Cololejeunea longifolia 

. Repuragoke 

. s山niremo

ι 
2 

J 
2 

J 
J 

J 
2 

J J J 2 2 2 Lepraria sp・
Trentepholia aurea 

2 Mojigoke 

. Kokusari goke 

. Yamatokomimigoke 

Kagamigoke 
Matsugegoke 

Shidareyasudegoke 

Kuroaoyasudegoke 
Akayasudegoke 

Mi tinokui thiigoke 

. Tyasi bugoke-zoku 

. Furunokogoke 

Nagahitsujigoke 
Himehouougoke 

Nomihaniwagoke 

Tosakagoke 

Gi boush1 goke modoki 

2 Kiumenokエgoke
Niki bi goke-zoku 

• Tosahoragokemodok1 
Hirakibayasロdegoke

• Himeminogoke 
• Edaurokogokemodok1 
Himekaba1 retake 

Tsuyauthiwatake 

Karayasudegoke 

Komanohi tsujigoke 
Himetosakagoke 

Hanehitsujigoke 

. Yamatoyoujougoke 

2 2 2 

2 

l 

2 

J 

l 

2 

2 
2 

1 

l 

2 

2 

l 

2 

2 J 
l 
－、

－． 
ー ．
・．
－． 

・．
・．

・．
．ー
－． 
－・
・ ．
－・
・．
－ ． 
・ ．
・ ．
・ ．
・．
・．
・．
・．
・ ．

・．

2 

2 

可ム内
J

“
．
司A

－－

－
－
－
－

l 

2 

2 

2 

2 

J 

l 

2 

2 

2 

2 2 

2 

l 

l 

2 

2 

2 

Graphis sp・（G・scripta)

Lejeunea ullcina 

Le.Jeunea japonica 
Brother ell a henoniエ
Parmelia clavuli fer a 

Frullanエa tamarisci 
Frullania pedicellata 

Frullania jackii subsp・japonica
Herzogiella perrobusta 

Lecanora sp. 

Trocholejeunea sandv1cens1s 

Brachythecium buchananエエ
Fissidens gymnogynus 

Haplocladi um angusti foll um 

Lophocolea heterophylla 
An。m。d。n min。rsubsp.integerri『
Parmella caperata 

Anthracothecエumsp. 
Calypo~eia tosana 
Frullanェa hampeana 
Macromitrium gymnostomum 

Fauri ell a tenui s 

Xeromphalina campanella 
Mirroporus affinエs
Frullania museエcola
Brachytheci山ncoreanum 

Lophocolea minor 

Brachytheci um pl umosum 

Cololejunea japonica 

Cj I' Cryptomeria Japonica = Sugi , Rp . Robinia pseudo-acacia = HanenJu 
Zs J・ Zelkova serrata = Keyaki , Ah : Al nus hirsuta var. s工binca= Yamahannoki 

Qs J= Querc回 serrata= Konara , Ja : Juglans ailan出 fol工a= Onigurumi 

Ep ¥= Euptelea polyandra・ = Fusazakura , Cb ': C。rm brachyp。da= Kuman。mエzuki 
Qg I= Quercus glauca = Arakashi , Af : Abies firma = Momi , Tn : Torreya nucifera = Kaya 

。～l.OmEpiphytic conununity Tb: Trunk base Table l 着生群落組成表
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